
あなたから
あなたへ

■「
ア
ン
テ
ナ
」へ
の
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。原
稿
は
、手
紙
、は
が
き
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た

も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
／
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
311
・
312
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

274

１
０
５
４

Ｅ
メ
ー
ル　

h
isy
o@
tow
n
.saita

m
a-m
iy
osh
i.lg
.jp

携
帯
端
末
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ラ
イ
フ
バ
ス
の
時
刻
表
が
確
認
で
き
た
り
と
、

便
利
な
サ
イ
ト
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し
た
携

帯
電
話
で
読
み
取
る
と
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

係
か
ら

▲川越街道の並木　町内を縦断する大きな道として、川越街道があります。この道は江戸時代、新河岸川の
舟運とともに、江戸と川越を結ぶ重要な流通経路として発達しました。昭和40年代前半まで、藤久保に杉並
木、竹間沢には松並木がありましたが、交通量の増加などの環境の変化により杉が立ち枯れてしまい、現在
ではわずか数か所に松が残っているに過ぎません。

6月１日 発行
No.880

昭和45年代の写真 現在の写真

広
報
み
よ
し　

第
八
八
〇
号　

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
発
行
・
広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。
落
丁
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
取
り
替
え
し
ま
す
。
秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広 報 み よ し（ ） 

【
問
題
１
】
町
で
は
、
投
票
区
を

見
直
し
、
投
票
所
を
増
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
い
く

つ
増
設
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

１
つ　

２
つ　

４
つ

【
問
題
２
】
今
月
号
の
「
技
の
文

化
財
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
ど
ん
な
仕
事

で
し
ょ
う
？

竹
籠
屋　

大
工

屋
根
屋

【
問
題
３
】
町
の
手
話

通
訳
者
派
遣
事
業
は
、

何
市
と
共
同
で
行
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
？

富
士
見　

川
越　

ふ
じ
み
野

【
応
募
要
領
】
官
製
は
が
き
に
、

答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
と
「
広
報
み
よ
し
」
の
感
想
を

書
い
て
、
6
月
15
日
ま
で
に
左
記

へ
。（
当
日
消
印
有
効
）

【
あ
て
先
】
〒
354

８
５
５
５

三
芳
町
大
字
藤
久
保
１
１
０
０
番

地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

【
記
念
品
】
全
問
正
解
者
10
人
に
。

【
5
月
号
の
答
え
】

問
題
１

　

問
題
２

問
題
３

（
応
募
総
28
通
、
正
解
27
通
）

【
正
解
者
】
広
報
ク
イ
ズ
正
解
者

の
発
表
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広報クイズ

１
日　

男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間

　
　
　

水
道
週
間
（
〜
７
日
）

　
　
　

人
権
擁
護
委
員
の
日

５
日　

海
洋
環
境
保
全
推
進
週
間

　
　
　

（
〜

日
）

　
　
　

環
境
の
日

６
日　

 

危
険
物
安
全
週
間
（
〜

日
）

日　

食
育
の
日

日　

夏
至

日　

 

男
女
共
同
参
画
週
間
（
〜

日
）

日　

 

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権

番
」
強
化
週
間
（
〜

７
月
４
日
）

6　月　の　こ　よ　み

★
教
育
だ
よ
り
、
輝
け
ジ
ュ
ボ
ラ
を

子
ど
も
た
ち
が
見
て
、
少
し
は
影
響

を
受
け
た
よ
う
で
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
（
藤
久
保
Ｈ
さ
ん
）

★
こ
ぶ
し
の
里
に
ホ
タ
ル
の
幼
虫
が

放
た
れ
た
と
の
こ
と
。
昨
年
は
じ
め

て
聞
き
ま
し
た
が
ホ
タ
ル
を
見
に
行

け
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
ぜ
ひ
見

に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
藤
久

保
Ｋ
さ
ん
）

★
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
ど
ん
な
こ
と
を

行
っ
て
い
る
の
か
分
か
り
、
助
か
っ

て
い
ま
す
。
色
々
な
こ
と
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。
（
北
永
井
Ｙ
さ
ん
）

●
藤
久
保
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
は

会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
中

級
程
度
の
経
験
の
あ
る
女
性
、
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
一
度
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。
▽
日
時
／
毎
週

金
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

30
分
▽
場
所
／
藤
久
保
公
民
館
・

近
隣
の
公
民
館
▽
講
師
／
プ
ロ
の

若
手
女
性
講
師
▽
月
会
費
／
２
千

円
▽
入
会
金
／
千
円
▽
連
絡
先
／

久
保
倉

258

６
７
５
１

●
ウ
ク
レ
レ
同
好
会
「
ド
レ
ミ
フ
ァ

ク
ラ
ブ
」
メ
ン
バ
ー
募
集
▽
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
ハ
ワ
イ
ア
ン
を
演
奏
し

ま
す
。
ウ
ク
レ
レ
弾
け
る
方
、
仲
間

に
入
り
ま
せ
ん
か
。
▽
連
絡
先
／

野
崎

090

３
５
１
９

３
４
６
０

●
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
▽
社
交
ダ
ン

ス
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
女

性
、
特
に
歓
迎
で
す
。
パ
ー
テ

ィ
ー
も
あ
り
ま
す
。
▽
日
時
／

毎
週
日
曜
日
、
午
前
10
時
〜
12

時
▽
場
所
／
藤
久
保
・
中
央
公
民

館
他
▽
入
会
金
／
千
円
▽
会
費
／

２
千
５
百
円
▽
連
絡
先
／
上
田

090

９
３
２
４

８
４
９
８

●
「
み
よ
し
け
や
き
連
」
踊
り
手
大

募
集
！
▽
阿
波
踊
り
を
楽
し
む
団

体
で
す
。
み
よ
し
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

近
隣
の
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
各
地

阿
波
踊
り
大
会
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
お
祭
り
好
き
、
踊
り

大
好
き
な
人
！
ぜ
ひ
、
ご
一
緒
に
い

い
汗
流
し
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る

人
は
、
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
日
／
第
１
・
３
火
曜
日

（
月
２
回
）
▽
時
間
／
午
後
７
時

〜
９
時
▽
場
所
／
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
▽
会
費
／
年
４
千
円
▽
連
絡

先
／
山
田

258

３
１
５
５

●
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
▽
こ

れ
か
ら
社
交
ダ
ン
ス
を
は
じ
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
や
、
初
級
者
ク
ラ

ス
の
方
、
仲
間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。

基
本
を
や
さ
し
く
、
わ
か
り
や
す

く
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。
▽
活
動

日
／
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
30

分
〜
９
時
30
分
▽
場
所
／
藤
久
保

公
民
館
▽
月
会
費
／
千
五
百
円
▽

入
会
金
／
千
円
▽
連
絡
先
／
豊
島

258

４
５
１
７

●
第
16
回
カ
ラ
オ
ケ
ハ
ー
ト
フ
ル

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
▽
「
夢

と
希
望
と
笑
顔
と
絆
」
を
テ
ー
マ

に
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
山
田
龍
二
＆

大
輔
を
迎
え
、
感
心
・
感
動
・
感

謝
の
心
で
演
歌
を
唄
い
上
げ
、
皆

様
に
大
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
▽

日
時
／
７
月
４
日

、
開
場
／
午

前
10
時
、
開
演
／
午
前
10
時
30
分

▽
場
所
／
コ
ピ
ス
み
よ
し
▽
入
場

無
料
▽
粗
品
進
呈
。
▽
主
催
／
三

芳
カ
ラ
オ
ケ
連
盟
ハ
ー
ト
フ
ル
▽

連
絡
先
／
斎
藤

253

０
１
４
８

●
混
声
合
唱
団
「
響
」
▽
２
０
１

０
年
25
周
年
記
念
演
奏
会
〜
♪

混
成
の
喜
び
♪
〜
う
た
よ
！
▽
日

時
／
７
月
３
日

、
開
場
／
午
後

１
時
、
開
演
／
午
後
１
時
30
分
▽

場
所
／
コ
ピ
ス
み
よ
し
▽
入
場
料

／
500
円
▽
連
絡
先
／
秋
山

259

８
３
３
０
・
堤

258

８
９
２
５

お
い
で
く
だ
さ
い

会
員
募
集

財政事情‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２-３
まちづくり懇話会、国民健康保険税に
　ついてのお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４
男女共同参画週間‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５
選挙の投票場所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６-７
肺炎球菌ワクチン予防接種費用の一部
　助成、手話通訳者派遣事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８
水道週間‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９
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無料相談のお知らせ、リサイクルの広場‥‥２５
アンテナ、広報クイズ、ミニひろば‥‥‥ ２６

目　次

●第１土曜日午前８時30分から12時まで、開庁しています。（本庁・各出張所）

東入間警察署との災害時における協定調印式

●人口と世帯（平成22年4月末）●人口／38,347人　●男／19,290人　●女／19,057人　●世帯数／15,319世帯



財産・基金の状況
　町所有財産については、土地32万8,843.23 、建物９万715.65

となっています。なお、平成21年度下半期の変動は次のとおりです。

〈建物〉
○竹間沢第２学童保育室 １１５.９３

財産・基金の状況（特別会計含む） 平成 年３月 日現在

区　　　　　分 現　在　高

公　
　
　

有　
　
　

財　
　
　

産

土　　　地 328,843.23
建　　　物 90,715.65

有価
証券 （株）埼玉西部食品流通センター 1,794,000 円

出
資
に
よ
る
権
利

埼玉県農業信用基金協会出資金 1,290,000 円
埼玉県信用保証協会出損金 904,000 円
埼玉県農林公社出資金 1,462,000 円
三芳町土地開発公社出資金 5,000,000 円
埼玉県労働者信用基金協会出損金 1,070,000 円
埼玉県下水道公社出損金 310,000 円
中央労働金庫（勤労者住宅資金融資） 38,500,000 円
入間東部福祉会出損金 174,000 円
埼玉県暴力追放・薬物乱用防止センター出損金 979,800 円
埼玉りそな銀行他６行（不況対策融資）寄託金 9,600,000 円
地方公共団体金融機構出資金 2,200,000 円

計 61,489,800 円

基　
　
　
　
　

金

財政調整基金 664,517,523 円
高額療養費資金貸付基金 3,191,286 円
国民健康保険給付費支払基金 257,955 円
下水道整備基金 14,984 円
地域福祉基金 76,387,613 円
清掃施設建設基金 203,319,076 円
生涯学習施設整備基金 101,069,600 円
介護保険給付費準備基金 319,183,227 円
国民健康保険出産費資金貸付基金 3,000,000 円
緑ぬくもり基金 36,134,046 円
高齢者福祉基金 30,209,679 円
介護従事者処遇改善臨時特例基金 12,731,741 円

計 1,450,016,730円

地方債（町債）
　地方債（町債）は、学校や公園、道路などの公共施設の

建設や用地買収のための資金を、国や銀行などから借り入

れるものです。平成21年度下半期は、今まで借り入れたう

ち、元利償還金５億3,281万３千円の返済を行い、３月末

の残高は98億6,582万６千円となります。

●総務関係の借入残高 １，３４８，９４１千円

●民生関係の借入残高 １０２，０６４千円

●衛生関係の借入残高 １８７，００６千円

●土木関係の借入残高 ２，３０７，２０５千円

●教育関係の借入残高 １，１１１，４５６千円

●その他の借入残高 ４，８０９，１５４千円

下半期借入額
○臨時財政対策債 ５２３，１７３千円

○道路用地取得事業債 １６５，０００千円

○都市計画道路用地取得事業債 ３２４，５００千円

○排水路整備事業債 １４１，０００千円

○公園用地取得事業債 ８３，０００千円

　平成21年度の一般会計は、当初予算118億7,739万円に

対し、上半期７億4,116万８千円が補正され、下半期３億

5,876万５千円を追加補正し、総額129億7,732万３千円とな

っています。

　下半期に補正された予算の主な内容は次のとおりです。

・新型インフルエンザワクチン接種事業 ２７，２４９千円

・都市計画道路整備事業 １９，８５０千円

・財政調整基金への積立て ２８６，３２４千円

・清掃施設建設基金への積立て ２０，０００千円

・緑ぬくもり基金への積立て １０，１００千円

　収入・支出の執行状況については、予算総額129億7,732

万３千円に対し、収入済額124億4,156万７千円、支出済額

116億8,915万３千円で、執行率はそれぞれ95.9％、90.1％

となっています。

一般会計予算の執行状況  平成 年３月 日現在

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）

歳入合計 129億77,323 124億41,567 95.9

  1．町税 71億32,461 73億25,058 102.7

  2．地方譲与税 93,000 97,916 105.3

  3．利子割交付金 21,000 18,469 87.9

  4．配当割交付金 8,000 7,042 88.0

  5．株式等譲渡所得割交付金 3,000 3,773 125.8

  6．地方消費税交付金 4億30,000 4億49,212 104.5

  7．自動車取得税交付金 46,000 42,467 92.3

  8．地方特例交付金 1億06,525 1億06,525 100.0

  9．地方交付税 15,000 39,838 265.6

10．交通安全対策特別交付金 7,000 7,339 104.8

11．分担金及び負担金 1億61,030 1億40,514 87.3

12．使用料及び手数料 99,803 92,053 92.2

13．国庫支出金 12億76,093 9億57,272 75.0

14．県支出金 6億02,829 3億63,068 60.2

15．財産収入 8,136 4,200 51.6

16．寄附金 1,224 1,439 117.6

17．繰入金 4億49,277 4億49,277 100.0

18．繰越金 6億98,218 6億98,219 100.0

19．諸収入 4億07,354 4億01,213 98.5

20．町債 14億11,373 12億36,673 87.6

歳出合計 129億77,323 116億89,153 90.1

  1．議会費 1億12,612 1億10,410 98.0

  2．総務費 18億80,913 17億40,726 92.5

  3．民生費 30億39,728 28億39,430 93.4

  4．衛生費 10億08,016 8億07,251 80.1

  5．労働費 3,312 3,112 94.0

  6．農林水産業費 84,405 81,021 96.0

  7．商工費 6億24,957 6億08,069 97.3

  8．土木費 24億67,987 21億16,011 85.7

  9．消防費 4億89,697 4億89,696 100.0

10．教育費 17億44,573 13億85,748 79.4

11．公債費 9億78,623 9億72,025 99.3

12．諸支出金 5億39,320 5億35,654 99.3

13．予備費 3,180 － －

一般会計

■国民健康保険特別会計

　歳入歳出予算の総額は、それぞれ39億1,416万１千円で

す。なお、３月31日現在の被保険者数は11,870人、世帯数

6,292世帯で、財産（保険給付費支払基金）現在高は、258

千円となっています。

問い合わせ　住民課保険年金係（内線153～158）

■老人保健特別会計

　歳入歳出予算の総額は、7億2,277万円です。なお、老人

保健制度は、平成20年３月診療分で廃止となりました。

問い合わせ　福祉課福祉係（内線172・173）

企業会計
　企業会計は、企業としての経済性を発揮しながら運営し

ていく会計で「独立採算性」を原則としており、三芳町で

は、水道事業がこれにあたります。

問い合わせ　上下水道課水道業務係（内線254～256）

※表中、資本的収入額が資本的支出額に対して不足した額2億2,764万

円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額524万９千円

及び過年度分損益勘定留保資金2億2,239万1千円で補てんしました。

　なお、企業債現在高は、17億9,547万6千円となっています。

特別会計
　特別会計は、特別の目的や利便のために、一般会計と区

分して経理される会計で、それぞれ独自の予算を組んでい

ます。三芳町の特別会計には、国民健康保険特別会計、老

人保健特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別

会計、下水道事業特別会計があり、それぞれの予算の執行

状況は次のとおりです。

■後期高齢者医療特別会計 

　歳入歳出予算の総額は、２億5,217万９千円です。なお、

３月31日現在の医療対象者数は2,541人です。

問い合わせ　住民課保険年金係（内線153～158）

■介護保険特別会計

　歳入歳出予算の総額は、それぞれ14億2,819万３千円です。

なお、３月31日現在の被保険者数は7,798人で、介護保険給

付費準備基金の現在高は、３億1,918万３千円となっています。

問い合わせ　健康増進課介護保険係（内線184～187）

■下水道事業特別会計

　当初予算８億9,926万９千円に対し、3,272万２千円が減額

補正され、歳入歳出予算の総額は８億6,654万７千円となっ

ています。また、３月31日現在の地方債現在高は、42億1,226

万円、下水道整備基金の現在高は１万４千円となっています。

問い合わせ　上下水道課下水道業務係（内線257・258）

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）
収益的収入 7億95,239 7億31,030 91.93
1．営業収益 7億95,040 7億28,689 91.65
2．営業外収益 199 2,341 1,176.38
収益的支出 8億13,478 7億66,248 94.19
1．営業費用 7億38,771 6億98,025 94.48
2．営業外費用 68,532 67,264 98.15
3．特別損失 1,175 959 81.62
4．予備費 5,000 （0） －
資本的収入 53,518 44,961 84.01
1．負担金 22,298 13,440 60.27
2．工事負担金 31,220 31,521 100.96
資本的支出 3億19,063 2億72,601 85.44
1．建設改良費 2億10,825 1億64,363 77.96
2．企業債償還金 1億08,238 1億08,238 100.00

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）
歳入合計 39億14,161 37億89,796 96.82
  1．国民健康保険税 10億68,714 10億03,974 93.94
  2．一部負担金 2 0 0.00
  3．使用料及び手数料 1 0 0.00
  4．国庫支出金 8億14,138 8億62,823 105.98
  5．療養給付費交付金 1億44,079 1億42,316 98.78
  6．前期高齢者交付金 7億15,643 6億55,561 91.60
  7．県支出金 1億61,280 84,218 52.22
  8．共同事業交付金 3億98,597 4億08,097 102.38
  9．財産収入 1 0 0.00
10．繰入金 4億00,001 4億00,000 100.00
11．繰越金 2億10,626 2億10,627 100.00
12．諸収入 1,079 22,180 2,055.61
歳出合計 39億14,161 37億39,028 95.53
  1．総務費 34,962 27,338 78.19
  2．保険給付費 27億33,638 27億05,862 98.98
  3．後期高齢者支援金 5億08,721 4億63,878 91.19
  4．前期高齢者納付金 1,626 1,320 81.18
  5．老人保健拠出金 34 33 97.06
  6．介護納付金 1億80,318 1億64,710 91.34
  7．共同事業拠出金 3億90,310 3億32,853 85.28
  8．保健事業費 45,588 42,065 92.27
  9．基金積立金 1 0 0.00
10．公債費 1 0 0.00
11．諸支出金 1,850 969 52.38
12．予備費 17,112 （32,888） －

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）
歳入合計 72,277 78,228 108.23
1．支払基金交付金 22 113 513.64
2．繰越金 72,250 72,251 100.00
3．諸収入 5 5,864 117,280.00
歳出合計 72,277 71,428 98.83
1．医療諸費 1,011 163 16.12
2．諸支出金 71,266 71,265 100.00

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）
歳入合計 2億52,179 2億44,539 96.97
1．後期高齢者医療保険料 2億15,809 2億07,390 96.10
2．繰入金 33,374 33,375 100.00
3．繰越金 1 868 86800.00
4．諸収入 370 281 75.95
5．国庫支出金 2,625 2,625 100.00
歳出合計 2億52,179 2億34,757 93.09
1．総務費 6,845 6,519 95.24
2．後期高齢者医療広域連合納付金 2億44,789 2億27,978 93.13
3．諸支出金 368 260 70.65
4．予備費 177 0 0.00

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）
歳入合計 8億66,547 7億72,965 89.20
1．分担金及び負担金 3,200 13,546 423.31
2．使用料及び手数料 4億55,666 3億91,742 85.97
3．国庫支出金 1 0 0.00
4．財産収入 1 0 0.00
5．繰入金 3億35,000 3億35,000 100.00
6．繰越金 28,676 28,676 100.00
7．諸収入 4,003 4,001 99.95
8．町債 40,000 0 0.00
歳出合計 8億66,547 7億95,926 91.85
1．総務費 2億83,265 2億19,229 77.39
2．事業費 64,435 60,281 93.55
3．公債費 5億16,480 5億16,416 99.99
4．予備費 2,367 （633） －

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）
歳入合計 14億28,193 12億56,483 87.98
1．介護保険料 2億62,746 2億69,458 102.55
2．国庫支出金 2億44,303 1億90,655 78.04
3．支払基金交付金 3億74,736 2億81,843 75.21
4．県支出金 1億87,614 1億54,667 82.44
5．財産収入 1 3 300.00
6．寄付金 1 0 0.00
7．繰入金 2億35,053 2億35,053 100.00
8．繰越金 1億21,305 1億21,306 100.00
9．諸収入 2,434 3,498 143.71
歳出合計 14億28,193 11億11,340 77.81
1．総務費 22,452 14,787 65.86
2．保険給付費 12億40,709 9億44,821 76.15
3．地域支援事業費 22,300 11,175 50.11
4．基金積立金 91,364 91,364 100.00
5．諸支出金 50,871 49,193 96.70
6．予備費 497 （0） 0.00

　町では、毎年上半期（４月から９月末まで）と下半期（10月から３月末まで）の２回にわたって町の財政

事情をお知らせしています。今回お知らせするのは、平成21年度の下半期の予算執行状況と財産・基金・

地方債の状況です。　

問い合わせ　財務課（内線414）

平成 年度三芳町の財政事情をお知らせします
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‥みんなの声を町政に‥

ま ち づ く り 懇 話 会
　住民の皆さんの声を町政へ反映させるため、今年度もまちづくり懇話会を下記のとおり開催しま

す。笑顔のたえないまちづくりに向けて、まちの現状やこれからのまちづくりについて町長を囲ん

で気軽に話し合う機会です。ふるってご参加ください。申込みは不要です。

問い合わせ　総合政策課（内線422・423）FAX274－1055

開催日 開催時間 行政区 開催場所

6
月

6日
13：00～14：30 上富第１区 上富第１区第１集会所

15：30～17：00 藤久保第２区 藤久保第２区集会所

18：00～19：30 上富第２区 農業センター

13日

10：00～11：30 竹間沢第１区 竹間沢第１区第１集会所

13：00～14：30 藤久保第１区 藤久保第１区集会所

15：30～17：00 藤久保第５区 藤久保第５区第２集会所

18：00～19：30 上富第３区 上富第３区第１集会所

20日

10：00～11：30 北永井第２区 北永井第２区集会所

13：00～14：30 藤久保第４区 藤久保第４区第１集会所

15：30～17：00 北永井第１区 北永井第１区集会所

18：00～19：30 北永井第３区 北永井第３区第１集会所

27日
10：00～11：30 みよし台第１区 みよし台第１区集会所

13：00～14：30 藤久保第６区 藤久保第６区集会所

15：30～17：00 藤久保第３区 藤久保第３区第１集会所
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とは…

「男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも責任も分かち合い、性別

にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる社会」

をいいます。

　「女だから」「男だから」という理由だけで、自分がしたいことができなかった

り、生き方を決めつけられたりすることはありませんか？　誰もが、自分の意思で

やりたいことができ、女性も男性も、その持てる個性と能力が発揮できる充実した

生活を送りたいものです。

　男女共同参画社会を実現するためには、一人ひとりが考え、実際に行動に移して

いくことが大切です。身近なことから見直してみましょう。
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パ 

ネ 

ル 

展

■
日
時　

　

６
月
23
日

〜
６
月
29
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

■ 

場
所　

役
場
庁
舎
１
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

■ 

内
容　
『
女
性
を
変
え
た
「
モ
ノ
」

た
ち
』
の
パ
ネ
ル
展
示

男
女
共
同
参
画

　
　

図 

書 

の 

展 

示

■
日
時　

　

６
月
10
日

〜
６
月
27
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

　

 （
月
曜
日
休
館
、
土
・
日
曜
日
は

午
後
６
時
ま
で
）

■ 

場
所　

中
央
図
書
館

■ 

内
容　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

図
書
の
展
示



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

選 挙
～投票区域の一部見直しに伴い、
　　選挙の投票所を増設しました～

投票所が増えました
　三芳町選挙管理委員会では、投票所に行きやすい環境を整備し、投票率の向上を図るため、投票

区の見直しをしました。次のとおり現行の第１、第３、第５、第７投票区をそれぞれ分割し、第８

投票区の一部を変更して、４つの投票区（新設第９～ 12 投票区）を増設しました。これにより投

票区は、町内 12 投票区となります。なお、第２、第４、第６投票区の方につきましては変更あり

ません。

　実施は、次回の参議院議員通常選挙からとなりますので、お間違えのないようお出かけください。

問い合わせ　三芳町選挙管理委員会（内線402・403）

　　　　 下記地番の方は投票区が変更となり、新しい投票所となります。なお、その他の地番の方は今までどおりです。

第９投票区 北永井　 、 、 、 、 、藤久保　 、 ～ 、 ～

第 投票区 藤久保　 ～ 、みよし台　 ～

第 投票区

藤久保　 ～ 、 ～ 、 、 ～ 、 ～ 、 ～ 、 、
～ 、 ～ 、 ～ 、 、 、 ～ 、 、 、
～ 、 、 、 ～ 、 ～ 、 ～ 、 ～
、 、 、 、

※ 第 投票区は都市計画道路等を境に分割しています。境界付近にお住まいで投票区が不明の
方は、三芳町選挙管理委員会へお問い合せください。

第 投票区 北永井　 ～ 、藤久保　 ～

●現行第１投票区を分割して第９投票区を増設
●現行第３投票区を分割し、第８投票区の一部と合わせて第10投票区を増設
●現行第５投票区を分割して第11投票区を増設
●現行第７投票区を分割して第12投票区を増設

新しい投票区は次のとおりになります

新投票区と主な路線

投票所 （第９、第 、第 、第 投票所が新設投票所となります。）

投票区 投　票　所 場　所

第１投票区 中央公民館 北永井359番地１

第２投票区 農業センター 上富127 9番地３

第３投票区 竹間沢公民館 竹間沢555番地１

第４投票区 藤久保公民館 藤久保185番地１

第５投票区 藤久保第３区第２集会所 藤久保3810番地１

第６投票区 藤久保第１区集会所 藤久保378番地６

投票区 投　票　所 場　所

第７投票区 北永井第２区集会所 北永井761番地１

第８投票区 唐沢小学校 藤久保410番地２

第９投票区 藤久保第５区第２集会所 藤久保913番地１

第10投票区 みよし台第１区集会所 藤久保449番地６

第11投票区 藤久保第６区集会所 藤久保８番地３

第12投票区 北永井第３区集会所 北永井892番地11

第11投票所 第12投票所

第10投票所

　

三
芳
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
若
者
が

実
際
に
選
挙
事
務
を
経
験
し
、
選
挙
へ
の
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
22
年
７
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
投
票
事
務
の
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し

ま
す
。
選
挙
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

か
実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
絶
好
の
機

会
で
す
。
ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

《
選
挙
事
務
内
容
》

■
選
挙
名　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

■
選
挙
執
行
予
定
日

　

平
成
22
年
７
月
11
日

※ 

投
票
日
は
、
国
会
の
会
期
延
長
等
に
よ
り
、

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
投
票
事
務
】
■
募
集
人
員　

50
名

■
手
当　

一
万
七
五
○
○
円

　

選
挙
当
日
は
、
昼
食
及
び
夕
食
を
支
給

■
勤
務
日
時

事
前
説
明
会

　

 

日
時　

６
月
19
日
　

午
前
10
時
〜
11
時　

場
所　

三
芳
町
総
合
体
育
館
研
修
室

投
票
所
設
営

　

日
時　

７
月
10
日

（
午
前
２
時
間
程
度
）

投
票
事
務

　

日
時　

７
月
11
日

、
午
前
６
時
30
分
〜

　

午
後
８
時
30
分
、
場
所　

各
投
票
所

■
応
募
締
切　

６
月
11
日

必
着　

※ 

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

第９投票所

選
挙
事
務

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
募
集



◆登録手話通訳者の誕生

　町内聴覚障がい者の（耳から入る）情報を保障する観点から、町独自の手話通訳者（以下、通訳者）養成は大きな課題

でした。町では、３年前から富士見市との共同開催により通訳者養成講習会を実施し、３月末に富士見市と共同で実施した

「登録手話通訳者認定試験」において町内在住の２名の通訳者が誕生しました。

◆富士見市との広域手話派遣事業の開始（平成22年４月１日より）

　これまで聴覚障がい者の情報保障の手段である通訳者派遣、要約筆記奉仕員派遣は町外の団体に委託し実施していました

が、通訳者等の専門性は高い反面、地域特性の理解やニーズに即応するということに関しては弱い部分もありました。そこ

で、７年前より市独自の通訳者派遣事業を実施している富士見市と共同で派遣事業を実施することにより、地域特性を理解

した専門性の高い通訳者をタイムリーに派遣することが可能となりました。

◆手話通訳の利用について

　手話通訳の利用は聴覚障がい者・健聴者（耳の聞こえる人）

の区別なく必要な方々からの依頼に対応しています。障がい者

ご本人は、もちろんのこと、地域活動において広く様々な方を

対象にされる講演会やイベントを行う方にも活用いただければ

幸いです。なお、派遣費用は原則無料です。

◆手話通訳者派遣担当

　この事業は、富士見市社会福祉協議会に委託をして同協議会

に登録した富士見市・三芳町在住の手話通訳者が通訳にお伺い

します。

■派遣の申込み　

　富士見市社会福祉協議会　 254 0747　FAX252 0111

■ 派遣申込み方法や事業についての問い合わせ

　三芳町福祉課障がい者福祉係　（内線176）　FAX274 1051

　
　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

対象：高齢者

　

高
齢
者
の
方
が
、肺
炎
に
か
か
っ
た
時
最
も
多
く
の
原
因
菌
は
「
肺
炎
球
菌
」
で
す
。

　

町
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
の
重
症
化
を
防
ぐ

効
果
が
あ
る
「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー　

２
５
８

１
２
３
６　

FAX
２
５
８

５
９
９
４

■
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
任
意
予

防
接
種
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
医
師
と
相
談
の
上

お
受
け
く
だ
さ
い
。

■
接
種
助
成
内
容

接
種
助
成
期
間

　

 

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年

３
月
31
日

対
象
者

　

 

町
に
住
所
を
有
し
、
接
種
日
満
70

歳
以
上
の
方

助
成
金
額

　

３

０
０
０
円
（
１
回
の
み
）

助
成
方
法　

　

償
還
払
い
方
式

　
（
申
請
方
法
例
参
照
）

※ 

接
種
後
に
、
「
三
芳
町
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
助
成
金
申
請
書
」
に
必

要
書
類
【
接
種
済
証
兼
領
収
書
】

を
添
付
し
申
請
し
て
い
た
だ
き
、

後
日
指
定
口
座
に
助
成
金
を
振
り

込
み
ま
す
。

申
請
受
付

　

平
成
22
年
６
月
１
日

か
ら

申
請
受
付
場
所　

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
健
康
増
進
課

窓
口
（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）

■
医
療
機
関
で
の
接
種
に
つ
い
て

・ 

接
種
可
否
と
接
種
費
用
は
、
医
療

機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
確

認
の
上
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

接
種
費
用
は
、
全
額
医
療
機
関
で

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

接
種
前
に
、
用
意
し
て
い
た
だ
く

も
の

　

助
成
申
請
に
は
、『
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
を

証
明
す
る
【
接
種
済
証
・
領
収
書
】』

が
必
要
で
す
。

※ 

次
の
接
種
方
法
Ａ
・
Ｂ
を
選
ん
で

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
接
種
方
法
Ａ

・ 

「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
済
証
兼
領
収
書
」
を
事
前
に
用

意
し
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
受
け
る
時
に
医
療
機
関

の
受
付
に
提
出
し
、
証
明
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※ 

「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
済
証
兼
領
収
書
」
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
及
び
健
康
増
進
課
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
（
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

○ 

接
種
方
法
Ｂ
（
町
指
定
の
【
接
種

済
書
・
領
収
書
】
が
な
く
接
種
さ

れ
る
方
法
）

・ 

費
用
明
細
を
明
確
に
す
る
た
め
、

医
療
機
関
が
発
行
す
る
領
収
書
に

「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

代
金
」
と
明
記
さ
れ
た
も
の
を
受

領
し
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
金
申
請
に
つ
い
て

　

左
記
の

の
い
ず
れ
か
の
領
収

書
を
、
「
三
芳
町
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
助
成
金
申
請
書
・
同
請
求
書
」
に

添
付
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

医
療
機
関
で
証
明
さ
れ
た
「
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
済
証

兼
領
収
書
」

 

「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

代
金
」
と
明
記
さ
れ
た
医
療
機
関

発
行
の
領
収
書

※ 

「
三
芳
町
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
助

成
金
申
請
書
・
同
請
求
書
」
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
健
康
増
進
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
可
）

手話通訳者派遣事業～富士見市との広域派遣がはじまりました～

※
「
任
意
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
」

と
は
…
…

　

予
防
接
種
法
で
決
め
ら
れ
て
は

い
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

る
か
ど
う
か
は
接
種
を
受
け
る
側

の
任
意
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

鈴木さん

手話通訳者の皆さん
後 列左から、柴関さん、金坂さん、日原さん、
小寺さん（専任）、市村さん（専任）
前 列左から、竹市さん、佐藤さん、影山さん、
神作さん

田口さん
（事務員）

広 報 み よ し（ ） 

　

水
道
週
間
と
は
、
健
康
で
文
化
的
な
国
民
生
活
や
様
々
な
社

会
経
済
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
水
道
に
つ
い
て
、
更
に
利
用
者
の
理
解

と
関
心
を
高
め
、
今
後
の
発
展
の
た
め
厚
生
労
働
省
及
び
全
国

の
水
道
事
業
体
等
が
連
携
し
て
広
報
活
動
を
中
心
と
し
た
各
種

行
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
地
震
災
害
に
備
え
揺
れ
に
強
い
水
道
管
の
布
設
、
ル

ー
プ
化
を
進
め
、
皆
さ
ま
に
安
全
で
良
質
な
水
を
お
届
け
し
ま

す
。

　

水
は
大
切
な
資
源
で
す
。
無
駄
遣
い
し
な
い
よ
う
節
水
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

上
下
水
道
課
水
道
業
務
係
（
料
金
関
係　

内
線

〜

）

　
　
　
　
　
　

水
道
施
設
係
（
工
事
関
係　

内
線

・

）

６
月
１
日
〜
７
日

第
52
回

水
道

週
間

「
水
道
に
寄
せ
る
信
頼　

飲
む
安
心
」

漏
水
の
修
理
工
事
は
、
町
指
定

の
工
事
店
で
お
願
い
し
ま
す

　

水
道
工
事
（
修
繕
工
事
含
む
）
を
行

う
場
合
は
、
町
指
定
の
給
水
装
置
工
事

事
業
者
以
外
の
業
者
は
工
事
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
漏
水
し
た
場
合
、
町
の
規
定
に

該
当
す
る
と
１
回
分
の
水
道
料
金
の
う

ち
一
部
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

浄
水
場
の
維
持
管
理

　

浄
水
場
施
設
の
運
転
・
監
視
業
務
に

つ
い
て
は
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
水

質
の
調
査
・
機
械
設
備
な
ど
の
点
検
を

行
い
、
安
全
で
良
質
な
水
を
安
定
供
給

し
て
い
ま
す
。

受
水
層
の
点
検

水
道
の
開
始
・
中
止
・
届
出

　

ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
は
、
い
っ

た
ん
水
を
貯
め
る
受
水
層
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
受
水
層
か
ら
蛇
口
ま
で
の

管
理
は
所
有
者
（
設
置
者
）
の
責
任
と

な
り
ま
す
。

　

年
１
回
の
清
掃
・
水
質
検
査
を
専
門

業
者
・
機
関
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
を
新
し
く
、
ご
使
用
に
な
る
場

合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
引
越

し
等
で
水
道
の
ご
使
用
を
中
止
す
る
場

合
は
必
ず
５
日
前
ま
で
電
話
で
の
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
長
い
間
水
道
を
使
用
さ
れ
な
い
と
き
。

・
使
用
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
と
き
。

 　

そ
の
他
変
更
が
あ
る
と
き
は
、
届
け

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

★
訪
問
販
売
等
に

   

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

「
水
道
管
の
洗
浄
や
取
り
替

え
」
「
浄
水
器
を
設
置
し
た
ほ
う

が
よ
い
」
な
ど
と
言
い
、
上
下
水

道
課
職
員
を
装
っ
た
訪
問
販
売
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
販
売
は

一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
点
は
、
お
気
軽
に
上
下

水
道
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
上
下
水
道
課
職
員
が
各

世
帯
へ
訪
問
す
る
場
合
は
、
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
の

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

身
分
証
明
書顔

写
真

（ ）広 報 み よ し



地
域
防
犯
ニ
ュ
ー
ス
ひ
が
し
い
る
ま

６
年
連
続
刑
法
犯
が
減
少
〜
東
入
間
警
察
署
管
内
の
件
数
〜

　

東
入
間
警
察
署
管
内
で
は
昨
年
の

刑
法
犯
認
知
件
数
が
一
昨
年
と
比
較
し

て
１
４
０
件
（
３
・
６
％
減
）
減
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
治
安
は
自
分
た

ち
の
手
で
守
る
」
と
い
う
意
識
で
、
自

主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
積
極
的
に
実
施

し
た
成
果
が
現
れ
始
め
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

ひ
っ
た
く
り
に
ご
用
心

　
　

標
的
は
自
転
車
の
前
カ
ゴ

　

全
体
的
に
減
っ
て
き
た
刑
法
犯
の
な

か
で
、
ひ
っ
た
く
り
は
81
件
と
前
年
よ

り
23
件
も
激
増
し
ま
し
た
。

　

ひ
っ
た
く
り
被
害
者
の
大
半
は
女
性

で
、
犯
行
時
間
帯
は
夕
方
６
時
か
ら
夜前カゴには防犯カバーを付けよう

10
時
の
間
に
集
中
し
、
ほ
と
ん
ど
が
防

犯
カ
バ
ー
な
し
の
自
転
車
の
前
カ
ゴ
か

ら
セ
カ
ン
ド
バ
ッ
グ
な
ど
を
ひ
っ
た
く

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

前
カ
ゴ
に
は
防
犯
カ
バ
ー
を
取
り
付

け
て
、
ひ
っ
た
く
り
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
被
害
が
多
発

「
携
帯
番
号
変
え
た
」
は
要
注
意

　

東
入
間
警
察
署
管
内
で
の
昨
年
の
振

り
込
め
詐
欺
被
害
は
30
件
、
被
害
金
額

約
３

５
１
８
万
円
。
警
察
署
管
内
別

件
数
県
下
ワ
ー
ス
ト
１
の
被
害
多
発
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

御
自
宅
の
電
話
に
次
の
よ
う
な
内
容

で
か
か
っ
て
き
た
ら
要
注
意
で
す
。

・ 

子
ど
も
・
孫
を
名
乗
っ
て
「
携
帯
の

番
号
を
変
え
た
」

・ 

警
察
官
や
銀
行
協
会
職
員
を
名
乗
っ

て
「
あ
な
た
の
銀
行
口
座
が
犯
罪
に

使
わ
れ
た
」

・ 

金
融
機
関
や
信
用
保
証
機
関
職
員
を

名
乗
っ
て
「
保
証
金
を
払
え
ば
融
資

で
き
る
」

　

こ
う
し
た
電
話
は
振
り
込
め
詐
欺
の

疑
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
東
入

間
警
察
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ

　

東
入
間
警
察
署

　

２
６
９

０
１
１
０

　

今
回
か
ら
、
東
入
間
防
犯
協
会

が
三
芳
町
・
富
士
見
市
・
ふ
じ
み

野
市
の
広
報
紙
６
月
号
・
12
月
号

に
「
地
域
防
犯
ニ
ュ
ー
ス
ひ
が
し

い
る
ま
」
を
掲
載
し
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

東
入
間
防
犯
協
会

　

２
６
６

６
９
６
９

　
　

     

三
芳
町
の
防
犯 

み
ん
な
で
町
を
守
り
ま
す
！

■ 

自
主
防
犯
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
地

域
の
目
に
な
っ
て
い
る

　

各
行
政
区
内
で
活
動
実
施
日
を
定

め
、
主
に
登
下
校
時
に
お
け
る
児
童
、

生
徒
た
ち
を
見
守
る
活
動
や
年
末
、

夏
休
み
期
間
中
の
夜
間
な
ど
を
パ
ト

ロ
ー
ル
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
は
す
ぐ
に
目
に

見
え
て
効
果
が
現
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
日
々
の
地
道
な
活
動
が
徐
々
に

効
果
を
現
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
今

後
も
持
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。

■ 

三
芳
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
わ
が
町
を
サ
ポ
ー
ト

　

住
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有
す
る

参
加
型
行
政
「
三
芳
町
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
平
成
20

年
９
月
に
設
立
し
、
都
市
安
全
グ
ル

ー
プ
（
代
表

：

渋
谷
）
は
、
魅
力
あ

る
町
づ
く
り
を
理
念
の
基
に「
安
全
・

安
心
マ
ッ
プ
」
作
成
の
た
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、

会
員
自
ら
通
学
路
の
安
全
点
検
を
行

い
、
分
か
り
や
す
く
実
効
性
の
あ
る

マ
ッ
プ
づ
く
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

■ 

三
芳
町
民
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
は
「
青
パ
ト
」
で
フ
ル
活
動

　

各
行
政
区
の
三
芳
町
民
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
隊
長

：

寺
尾
）

は
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
フ
ル

活
動
化
さ
せ
る
た
め
に
、
町
内
の
小

学
校
を
行
政
区
の
通
学
区
ご
と
に
振

り
分
け
、
当
番
制
と
し
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
見
せ
る
防
犯

活
動
」
に
役
だ
て
て
い
き
ま
す
。

■
三
芳
町
交
通
安
全
母
の
会
が

　

お
手
伝
い

　

交
通
安
全
母
の
会
（
会
長

：

大

谷
）
会
員
が
、
町
内
の
高
齢
者
世
帯

140
世
帯
を
訪
問
し
、
交
通
安
全
や
振

り
込
め
詐
欺
防
止
の
注
意
を
喚
起
し

ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課

　

（
内
線
２
６
５
・
２
６
６
）

夜間にパトロールを実施

安心･安全マップの作成

刑法犯認知件数（平成21年１月～12月・暫定値）

市町村名

平成20年 平成21年

前年対比
（ ）内は増減率認知件数

県下区市
町村中の
順位

認知件数
県下区市
町村中の
順位

三  芳  町 571件 50位 540件 52位 31件（ 5.4%）

富士見市 1,521件 30位 1,590件 27位   69件（  4.5%）

ふじみ野市 1,813件 24位 1,635件 26位 178件（ 9.8%）

管内合計件数 3,905件 3,765件 140件（ 3.6%）

広 報 み よ し（ ） （ ）町 の 動 き

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

町
で
は
、
幼
稚
園
就
園
児
の
保

護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

幼
児
教
育
を
一
層
普
及
さ
せ
る
た

め
、
国
の
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
金
の
交
付
を
受
け
て
入
園
料
及

び
保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

対 

象　

三
芳
町
に
住
民
登
録
が
あ

り
満
３
歳
・
３
歳
・
４
歳
・
５

歳
児
を
私
立
幼
稚
園
に
就
園
さ

せ
て
い
る
世
帯

補 

助
額　

今
年
度
の
住
民
税
（
市

町
村
民
税
）
課
税
額
等
に
よ
り

▽
五
四
九
三
円
／
四
月
六
日

　

ク
ッ
ク
Ｖ

▽
二
万
七
五
七
円
／
四
月
八
日

　

妙
心
祭
実
行
委
員
会

▽
七
〇
〇
〇
円
／
四
月
一
五
日

　

Ａ
Ｓ
Ａ
つ
る
せ
中
央

▽
九
五
八
円
／
四
月
一
九
日

　

視
覚
障
害
者
の
会　

ひ
と
み

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

▽
一
万
円
／
四
月
一
四
日

　

宮
下
弘
良

（
太
陽
の
家
の
寄
附
と
し
て
）

▽
電
子
レ
ン
ジ
・
冷
蔵
庫

　

／
四
月
六
日　

　

伊
藤
政
道

（
物
品
寄
附
と
し
て
）

　
　

│
│
│
│
社
会
福
祉
協
議
会

計量器（はかり）の定期検査

　計量法の規定により、事業所で取引および証
明に使用している「はかり」の定期検査（２年

に１回）を、下記により行いますので受検して

ください。

日時　７月６日 　午前 10 時～午後３時

　（正午～午後１時を除く）

場所　三芳町役場（来客用駐車場）

※ 電気式はかり及びひょう量が、250 を超え

る機械式のはかりは、別途巡回検査を実施し

ますので、会場には持ち込まないでください。

（新規事業者の人はご連絡ください。）

※ 上記の日時に受検できない人は、埼玉県計量

検定所（ 048 652 2171）まで問い合わせ

ください。

問い合わせ　環境産業課（内線 214）

補
助
額
を
決
定
。

※ 

未
申
告
の
場
合
は
対
象
外
に
な

り
ま
す
。

必 

要
書
類　

各
幼
稚
園
か
ら
配
布

（
６
月
予
定
）
さ
れ
る
申
請
書

類
に
記
入
の
う
え
、
幼
稚
園
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※ 

平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
三

芳
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前

住
所
地
の
市
区
町
村
発
行
の
平

成
22
年
度
住
民
税
課
税
（
非
課

税
）
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
（
内
線
524
・
525
）

　

F
A
X
274

１
０
５
６

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の

寄
附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴

重
な
財
源
と
し
て
役
立
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

私
立
幼
稚
園

　
　

就
園
奨
励
費
補
助
金

町 の
動 き
町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。

【メリット１】
老後をずっと支える終身の年金
　日本人の平均寿命は、医療技術の進歩等によっ

て、今後もさらに延びることが予想され、老後の

生活費の不安が大きくなります。

　国民年金は、生きている限り年金が受け取れる

一生涯の保障です。

【メリット２】
不測の事態に備える保険としての年金
　国民年金は老後だけでなく、加入者が事故や

病気で障害が残った場合は障害基礎年金が支給さ

れ、死亡した場合は、その遺族に遺族基礎年金が

支給されます。

　現在、公的年金制度の障害・遺族年金は日本の

人口の20人に１人が受給しています。

【メリット３】
納めた保険料分は税金の負担が軽減
　納めた保険料は、社会保険料控除として全額控

除の対象となり、税金が安くなります。

　あなたの疑問にお答えします！

国民年金

国民年金のメリットは何ですか？？
　被保険者の代わりに納付義務者（配偶者・世帯

主）が納付した場合は、納付義務者が社会保険料

控除を受けられます。

【メリット４】
経済の変動にも負けません
　公的年金の年金額は、物価の昇降を反映して決

定されます。

　年金に加入してから年金を受給するまでの間、

物価が上昇し、現在の貨幣価値が目減りすること

もあるかもしれません。そんなときでも、公的年

金は経済社会の変動に対応できるしくみをとって

いるので年金の価値が保証されます。

【メリット５】
生涯の年金額は保険料の1.7倍以上
　国民年金の老齢基礎年金は1/2が国庫負担で賄

われていることにより、納めた保険料を上回る給

付を受けられる計算となっています。

問い合わせ　住民課保険年金係（内線153～158）



平
成
22
年
度

各
小
中
学
校
の
目
標
と
取
り
組
み

　

今
月
号
で
は
、
平
成

年
度
の
各
小
中
学
校
の
学
校
教
育
の
目
標
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
内
線
５
２
２
・
５
２
３
）

　

ま
な
び
あ
い
の
教
育
で
、
で
き
る

　

楽
し
さ
・
学
ぶ
喜
び
の
あ
ふ
れ
る

　

学
校
を
め
ざ
し
て

三
芳
小
学
校
の
教
育
目
標

・
ル
ー
ル
を
ま
も
る
子

・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
子

・
ベ
ス
ト
を
つ
く
す
子

　

昨
年
度
、
開
校
１
２
０
周
年
事
業

を
終
え
、
本
年
度
も
『
全
て
の
教
育
は

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
』
を
合
言
葉
と

三
芳
小
学
校

校
長　

岸
浪　

信
敬

し
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
教
育
活
動

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に

学
習
規
律
を
徹
底
さ
せ
た

学
力
の
向
上
、

「
三
芳
小
よ
い
子
の

一
日
」
の
下
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
確

立
、

道
徳
教
育
を
中
心
と
し
た
心
の

教
育
の
３
点
を
本
年
度
は
学
校
経
営
の

重
点
に
置
き
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
努
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
も
つ
個

性
を
生
か
し
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
め

る
よ
う
、
常
に
教
師
自
身
が
学
ぶ
姿
勢

を
も
ち
、
児
童
が
意
欲
的
に
取
り
組
む

授
業
・
人
と
の
か
か
わ
り
が
み
ら
れ
る

授
業
の
実
践
に
励
み
、
子
ど
も
た
ち
が
、

で
き
る
楽
し
さ
、
学
ぶ
喜
び
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
授
業
づ
く
り
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
と
花
と
笑
顔

　

あ
ふ
れ
る
藤
久
保
小

　

本
校
は
、
豊
か
な
知
性
と
感
性
を
育

む
三
芳
教
育
の
実
現
を
め
ざ
し
、
「
や

さ
し
く
、
か
し
こ
く
、
つ
よ
い
子
」

を
学
校
教
育
目
標
と
定
め
、
心
身
と
も

に
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
す
な
お

な
心
を
も
ち
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
学
校

藤
久
保
小
学
校

校
長　

木
田　

正
美

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
町
教
育
委
員
会
の
研
究

委
嘱
を
受
け
、
「
確
か
な
読
み
の
力
を

育
て
る
国
語
科
の
指
導
」
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
日
々
の
授
業
の
充
実

を
通
し
て
、
国
語
力
の
育
成
に
努
め
、

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

　

謙
虚
さ
と
向
上
心
を
も
ち
、
子
ど
も

と
の
絆
を
深
め
、
笑
顔
で
接
す
る
こ
と

を
教
職
員
の
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
、

創
意
と
工
夫
あ
ふ
れ
る
教
育
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
「
○

○
先
生
に
教
わ
っ
て
よ
か
っ
た
」
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
が
「
藤
久
保
小
学

校
で
学
ば
せ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
わ
れ

る
よ
う
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

花
と
緑
の
上
富
小
学
校

　

本
校
は
「
に
ほ
ん
の
里
・
百
選
」
に

選
ば
れ
た
、
自
然
豊
か
な
上
富
地
区
を

学
区
と
す
る
、
開
校
39
年
目
の
学
校
で

す
。
「
清
く
・
か
し
こ
く
・
た
く
ま
し

く
」
を
学
校
教
育
目
標
に
定
め
、
全
教

上
富
小
学
校

校
長　

神
谷
内　

守

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
児
童
に
寄
り

添
っ
た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
主
な
取
組
と
し
て
は
、
児

童
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力
の
定
着

を
図
る
と
共
に
、
児
童
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、

国
語
科
を
中
心
と
し
た
学
校
研
究
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
伝
統
的
な
「
縦
割
り
活
動
」

や
「
花
壇
・
と
め
っ
こ
農
園
を
活
用
し

た
活
動
」
を
充
実
さ
せ
、
人
と
人
と
の

触
れ
合
い
を
大
切
に
し
た
、
豊
か
な
心

を
育
む
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
を
と
お
し
、
保
護
者
・
地
域
の

皆
様
と
の
連
携
を
密
に
し
、
子
ど
も
た

ち
が
誇
り
に
思
え
る
学
校
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

よ
く
考
え
る
子
・
思
い
や
り
の

　

あ
る
子
・
た
く
ま
し
い
子　

　

今
年
度
は
次
の
４
点
を
重
点
目
標
に

位
置
づ
け
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
確
か
な
学
力
を
は
ぐ
く
む
授
業
の
推
進

唐
沢
小
学
校

校
長　

山
形　

康
典

○
豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
の
推
進

○
健
康
安
全
と
健
や
か
な
体
づ
く
り
の

　

推
進

○
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進　

　

ま
た
、
職
員
や
児
童
の
合
い
言
葉
を

ベ
ス
ト
・
ル
ー
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し

ま
し
た
。
ベ
ス
ト
は
「
全
力
で
学
習
す

る
（
知
）
」
こ
と
。
ル
ー
ル
は
「
き
ま

り
を
守
る
（
徳
）
」
こ
と
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
「
挑
戦
す
る
（
体
）
」
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
手
立
て
を
講
じ
、
本
校
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
、
学
校
教

育
目
標
（
・
よ
く
考
え
る
子
・
思
い
や

り
の
あ
る
子
・
た
く
ま
し
い
子
）
の
具

現
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
児
童
一

人
ひ
と
り
の
能
力
や
態
度
の
伸
長
を
目

指
し
、
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様

に
信
頼
さ
れ
る
学
校
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
を
愛
し
・
ふ
る
さ
と
で

　

学
ぶ

　

本
校
の
教
育
目
標
を
「
や
さ
し
く
・

か
し
こ
く
・
た
く
ま
し
く
」
と
定
め
、

竹
間
沢
小
学
校

校
長　

根　

豊

児
童
一
人
ひ
と
り
が
心
身
共
に
健
康
で

健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
「
教
育
に

関
す
る
３
つ
の
達
成
目
標
」
に
取
り
組

み
、
「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の
と
れ

た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
三
芳
町
教
育
委
員
会
の

委
嘱
を
受
け
、
「
地
元
ふ
る
さ
と
を
愛

し
、
ふ
る
さ
と
で
学
ぶ
、
健
康
で
心
豊

か
な
児
童
の
育
成
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
の
取
組
で
あ
る
「
習

得
」
と
「
活
用
」
に
視
点
を
お
い
た
効

果
的
・
効
率
的
な
指
導
計
画
、
指
導
方

法
を
基
盤
に
、
算
数
科
の
授
業
を
通
し

て
、
日
々
の
授
業
の
充
実
、
基
礎
・
基

本
の
定
着
と
「
活
用
」
場
面
を
意
識
し

た
授
業
実
践
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

生
徒
の
よ
り
良
い
成
長
を
願
っ
て

　

本
校
は
、
自
他
を
大
切
に
し
、
夢
や

目
標
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
努
力

す
る
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
「
○
学
ぶ

生
徒　

○
貢
献
す
る
生
徒　

○
優
し
い

三
芳
中
学
校

校
長　

藤
本　

直
己

生
徒　

○
健
康
な
生
徒
」
を
教
育
目
標

と
し
、
そ
の
総
称
を
「
格
好
い
い
中
学

生
」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。
学
校
経
営

の
根
幹
を
「
自
ら
学
ぶ
教
師
が
学
ば
せ

う
る
教
師
」
「
美
点
凝
視
」
「
教
師
は

最
大
な
る
教
育
環
境
で
あ
る
」
「
協
働

連
携
」
と
し
、
「
よ
り
よ
く
見
る
・
聞

く
・
話
す
」
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
の
様
子
は
、
学
校
通
信
『
荒
野

開
き
て
』
や
学
年
・
学
級
通
信
等
で
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
は

生
徒
数
が
増
え
２
学
級
増
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
三
芳
町
の
ご
支
援
に
よ
り
吹

奏
楽
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
紙
面
に
て

恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
関
係
各
位
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

９
月
11
日

に
は
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
の
町
委
嘱
学
校
研
究
発
表
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

誇
り
と
絆
の
東
中
学
校

　

馨か
お

り
あ
ふ
れ
る
東
中
学
校
を
合
い
言

三
芳
東
中
学
校

校
長　

小
野　

勝
弘

葉
に
す
ば
ら
し
い
伝
統
と
校
風
を
も
つ

学
校
で
す
。
生
徒
は
三
芳
東
中
学
校
に

誇
り
を
持
ち
、
３
大
行
事
で
学
級
の
絆

を
深
め
ま
す
。

●
学
校
教
育
目
標

・
心
豊
か
な
生
徒

・
意
欲
的
に
学
ぶ
生
徒

・
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
徒

●
目
指
す
学
校
像

『
生
徒
の
夢
を
育
み
、
そ
の
夢
の
実
現

に
向
け
全
力
で
支
援
す
る
学
校
』

●
目
指
す
生
徒
像

『
自
ら
の
意
志
と
能
力
で
自
ら
の
道
を

切
り
拓
い
て
い
く
生
徒
』

　

本
校
は
、
規
律
あ
る
学
校
生
活
を

実
現
す
る
こ
と
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

「
時
を
守
り
、
場
を
清
め
、
礼
を
正

す
。
」
を
基
本
に
、
集
団
生
活
を
向

上
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
心
と
生
き
方

を
育
て
る
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

学
ぶ
笑
顔
の
元
気
な
学
校

　

本
校
で
は
「
学
ぶ
笑
顔
の
元
気
な
学

校
」
を
目
指
す
学
校
像
と
し
、
学
校
教

育
目
標
の
「
自
ら
考
え
進
ん
で
行
動
す

る
生
徒
」
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

授
業
中
の
集
中
は
む
ろ
ん
四
季
折
々

に
美
し
い
雑
木
林
を
臨
む
校
庭
や
体
育

館
で
は
、
生
徒
が
体
育
や
部
活
動
に
励

み
、
校
舎
内
は
挨
拶
と
笑
顔
に
満
ち
、

清
掃
時
は
丁
寧
に
ほ
う
き
を
使
い
、

隙
間
な
く
雑
巾
が
け
を
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
毎
日
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
自
信
と
誇
り
を
持
て

る
藤
久
保
中
学
校
を
保
護
者
や
地
域
の

人
々
と
力
を
一
つ
に
し
て
実
現
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が
「
協

働
」
「
研
鑽
」
「
連
携
」
の
三
つ
の

視
点
を
持
ち
、

自
ら
考
え
意
欲
的
に

学
ぶ
生
徒
、

心
豊
か
で
思
い
や
り
の

あ
る
生
徒
、

健
康
で
た
く
ま
し
く
生

き
る
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 藤

久
保
中
学
校

校
長　

山
川　

博

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り
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中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

　梅雨の到来とともに日々の気温も一気に上がってきまし

た。これからの季節の運動には特に、水分補給が必要不可欠

になります。今回は運動中に飲むドリンクについて考えてみ

ました。

　最近流行の「糖質０」。肥満を気にしている方、生活習慣

病をお持ちの方には、非常に魅力的なドリンクですが、糖分

は身体を動かすのにとても重要な栄養です。運動前・運動中

に摂取する糖分が「０」ですと、運動の効率が低下する要因

になるでしょう。また、運動直後は糖質摂取のゴールデンタ

イムと呼ばれています。トレーニングで鍛えた筋肉を維持す

るには、この時間に十分な糖質が必要です。

　魅惑的な「糖質０」ですが、万能ではありません。上手に

摂取しましょう。

　

　４月より総合体育館は指定管理者「東京ド

ーム・トールツリーグループ」による管理運営

に移行しました。今月よりこのページの連載

も再開します。どうぞよろしくお願いします。

【館長　牧野】 【副館長　佐々木】

このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。
問い合わせ　総合体育館内　 258-0311

　総合体育館では、フィットネスクラブ運営などで培っ

た指定管理者のノウハウにより、健康づくりのお手伝い

をいたします。豊富な知識と経験を持つトレーナーやイ

ンストラクターが、万全の態勢でサポートいたします。

ぜひご利用ください。１回300円（２時間まで）

　７月より、初回講習会が随時受けられるようになりま

す。予約などは不要です。運動できる服装・上履きと、

本人の確認できるものをお持ちください。

フィットネスル
ームのご案内

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

　

１
学
期
も
２
か
月
が
過
ぎ
、
う
ら
ら
か
な
陽

気
の
も
と
、
各
小
中
学
校
の
校
庭
や
体
育
館
に

は
、
元
気
に
走
り
回
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
変
化
の
激
し
い
現

代
に
お
い
て
「
健
や
か
な
体
」
は
、
「
確
か
な

学
力
」
「
豊
か
な
心
」
と
並
ん
で
、
「
生
き
る

力
」
の
大
切
な
要
素
の
一
つ
で
す
。

　

藤
久
保
小
学
校
で
は
、
体
育
の
授
業
の
中
に

ダ
ッ
シ
ュ
や
各
種
の
ジ
ャ
ン
プ
、
ブ
リ
ッ
ジ
な

ど
の
補
強
運
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
毎
時

間
続
け
る
こ
と
で
、
ま
る
で
貯
金
で
も
す
る
か

の
よ
う
に
、
児
童
の
体
力
が
少
し
ず
つ
向
上
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
授
業
規
律
を
徹
底
す
る

こ
と
で
無
駄
な
時
間
を
削
り
、
限
ら
れ
た
45
分

と
い
う
授
業
時
間
の
中
で
運
動
量
を
確
保
し
て

い
ま
す
。
体
育
の
時
間
が
終
了
し
た
と
き
の
、

真
っ
赤
な
顔
と
流
れ
る
汗
と
満
足
の
笑
顔
が
そ

の
証
で
す
。
そ
の
結
果
、
体
育
の
授
業
に
取
り

組
む
意
欲
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
外
遊
び
を

す
る
児
童
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
芳
小
学
校
で
は
、
月
１
回
の
体
育

朝
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
、
行
進
な
ど
の

集
団
行
動
や
な
わ
と
び
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
集
団
行
動
は
、
安
全
に
か

つ
効
率
よ
く
運
動
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
要
素

で
す
。
き
び
き
び
し
た
集
団
行
動
が
で
き
る
と
、

気
持
ち
も
引
き
締
ま
り
ま
す
。
な
わ
と
び
で

は
、
大
な
わ
８
の
字
連
続
と
び
の
記
録
に
挑
戦

す
る
な
ど
、
大
会
形
式
を
取
り
入
れ
て
意
欲
を

高
め
て
い
ま
す
。
「
い
ま
だ
！
入
っ
て
！
」
友

達
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
回

し
手
の
児
童
も
み
ん
な
が
跳
び
や
す
い
よ
う
に

と
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
「
…
35
！
36
！
37
！

…
」
跳
ん
だ
回
数
を
数
え
る
声
も
そ
ろ
っ
て
き

て
、
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
友
達
と
一
緒
に

運
動
す
る
こ
と
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
休
み
時
間
に
も
な
わ
と
び
を
楽
し

む
姿
が
増
え
ま
し
た
。

　

他
の
小
学
校
で
も
、
逆
上
が
り
教
室
を
実
施

し
た
り
、
一
人
ひ
と
り
の
走
法
に
合
っ
た
練
習

の
場
を
用
意
し
た
り
し
て
児
童
生
徒
の
体
力
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
こ
の
季
節
は
「
新
体
力
テ
ス
ト
」
の

実
施
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

に
も
懐
か
し
い
「
50
ｍ
走
」
「
ボ
ー
ル
投
げ
」

「
反
復
横
と
び
」
な
ど
の
種
目
か
ら
、
「
20
ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
」
「
長
座
体
前
屈
」
な
ど
の
新

し
い
種
目
ま
で
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校

３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
、
日
々
の
努
力
の
成

果
を
出
し
昨
年
の
自
分
の
記
録
を
超
え
よ
う
と
、

真
剣
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　

各
小
中
学
校
の
校
庭
や
体
育
館
を
走
り
回
る

子
ど
も
た
ち
の

姿
は
、
町
の
未

来
を
創
る
子
ど

も
た
ち
の
体
力

を
高
め
る
取
り

組
み
が
順
調
に

行
わ
れ
て
い
る

証
で
す
。

コ
ツ
コ
ツ
と
き
た
え
た
体
は
た
か
ら
も
の
！

子
ど
も
た
ち
の
体
力
を
高
め
る
取
り
組
み

教育トピックス

図
書
館
の
本
棚
よ
り
「
雨
の
日
が
楽
し
く
な
る
本
」　

別
置
紹
介
中

【 

一
般
書
】
『
親
子
で
い
く
！
社
会
科
見
学
ガ
イ
ド

－

楽
し
く
て
、
た
め

に
な
る

－

』

社
会
科
見
学
隊 

編

扶
桑
社　

２
０
０
８
年
３
月
発
行

請
求
記
号　

Ｇ
３

　

町
を
洪
水
か
ら
守
る
地
下
の
神
殿
「
首
都

圏
外
郭
放
水
路
」、甘
い
体
験
が
で
き
る
「
ロ

ッ
テ
浦
和
工
場
」、
音
の
出
る
し
く
み
が
分

か
る
「
ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
工
場
」
な
ど
、
雨
天

で
も
楽
し
く
学
べ
る
44
カ
所
を
紹
介
す
る
。

【 

一
般
書
】
『
雨
の
日
の
か
ん
た
ん
あ
そ
び

－

毎
日
の
保
育
を
も
っ
と

楽
し
く
！

－

』

頭
金
多
絵 

著

ナ
ツ
メ
社　

２
０
０
９
年
３
月
発
行

請
求
記
号　

３
７
６
ト
ウ

　

雨
が
降
っ
た
ら
様
々
な
形
の
容
器
を
外
に

出
し
、
雨
が
ど
の
く
ら
い
た
ま
る
か
調
べ
る

「
雨
さ
ん
、
あ
つ
ま
れ
！
」
や
、
雨
水
で
作

る
「
に
じ
み
絵
あ
そ
び
」
な
ど
、
子
ど
も
の

五
感
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
る
あ
そ
び
を
紹
介
。

【
児
童
書
】
『
し
ず
く
の
ぼ
う
け
ん
』

マ
リ
ア
・
テ
ル
リ
コ
フ
ス
カ 

さ
く

う
ち
だ
り
さ
こ 

や
く　

ボ
フ
ダ
ン
・
ブ
テ
ン
コ 

え

福
音
館
書
店　

１
９
６
９
年
５
月
発
行

請
求
記
号　

児
童
Ｔ
Ｅ
ピ
ン
ク

　

主
人
公
は
、
バ
ケ
ツ
か
ら
飛
び
出
し
た
水
の
ひ

と
し
ず
く
。
土
で
汚
れ
た
身
体
を
き
れ
い
に
し
た

く
て
洗
濯
屋
や
病
院
を
目
指
す
が
、
途
中
で
や
せ

細
り
、
水
蒸
気
に
変
身
‥
。
雨
が
降
る
し
く
み
も

学
べ
る
科
学
絵
本
。

【
児
童
書
】
『
あ
め
ぽ
っ
た
ん
』

ひ
ろ
か
わ
さ
え
こ 

著

ア
リ
ス
館　

１
９
９
９
年
６
月
発
行

請
求
記
号　

Ｈ
Ｅ
あ

　
「
あ
め
あ
め
ぽ
っ
た
ん
、
あ
め
ぽ
っ
た
ん
。
は

っ
ぱ
の
う
え
に
、
あ
め
ぽ
っ
た
ん
。」
楽
し
い
雨

音
に
誘
わ
れ
て
、女
の
子
が
散
歩
に
出
か
け
ま
す
。

カ
タ
ツ
ム
リ
、
ミ
ミ
ズ
も
嬉
し
そ
う
。
雨
が
待
ち

遠
し
く
な
る
絵
本
。

休

休

休

休

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・手遊び等）

　第 ・ 金曜日　（保護者同伴）　
　 ～ 　 ヶ月～ 歳
　 ～ 　 ・ 歳～
　第 ・ 火曜日　 ～ 　 ～ 歳
 としょかん・くらぶ－会員制－

 （読み聞かせとブックトークで本に親しむ会）
　 ～ 　１・２年生
　 ～ 　３～６年生
かにかにこそこそ（第３水曜日）
　 ～   大人対象
※昔話を覚えて語る練習をしています。
〈竹間沢分館〉
ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・手遊び等）

　第４火曜日 ～ 　１～４歳
◆ スイミ－おはなし会（絵本・紙芝居・
ブックトーク）
　第 木曜日 ～   ４歳～小学生

【地域文庫のお知らせ】
（児童書の貸出、お話会など）
つくし文庫‥毎月第3土曜日10：00～12：00
　場所／上富１区第１集会所にて
あらた文庫‥毎火曜日15：30～18：00
　場所／荒田自宅にて
（藤久保536 4　三芳東中学校近く）

6月 の 予 定

休

日 月 火 水 木 金 土

◆

　

竹
製
品
は
、
家
庭
用
品
か
ら
農
作
業
な

ど
の
仕
事
用
に
至
る
ま
で
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
需
要
は
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
三
芳
に
お
い
て
は
長

い
間
竹
籠
屋
は
な
く
、
志
木
や
所
沢
か
ら

来
る
行
商
や
店
売
り
の
物
を
買
っ
た
り
、

大
量
に
必
要
な
と
き
に
は
竹
籠
屋
を
呼
び

寄
せ
て
家
で
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
町
内
に
竹
籠
屋
が
出
店
す
る
の

は
、
昭
和
三
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
す
。

　

町
内
の
竹
籠
屋
は
、
藤
久
保
の
関
榮
三

郎
さ
ん
の
一
軒
だ
け
で
す
。
関
さ
ん
は
、

富
士
見
市
水
子
の
伯
父
の
も
と
で
修
業
を

積
み
、
昭
和
三
十
三
年
に
藤
久
保
で
竹
籠

屋
を
始
め
ま
し
た
。
藤
久
保
に
来
た
理
由

は
、
三
芳
は
農
業
地
帯
に
も
か
か
わ
ら
ず

竹
籠
屋
が
な
か
っ
た
こ
と
と
取
引
先
の
農

家
が
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。
製
作
し
て
い

た
も
の
は
、
各
種
の
カ
ゴ
・
ザ
ル
、
ク
マ

デ
、
竹
ホ
ウ
キ
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か

に
客
の
要
望
に
応
じ
て
何
で
も
作
り
ま
し

た
。
同
じ
竹
製
品
で
も
地
域
に
よ
っ
て
大

き
さ
や
形
に
よ
っ
て
異
な
り
、
関
さ
ん
は

客
が
来
る
と
ま
ず
住
ん
で
い
る
場
所
を
尋

ね
る
と
言
い
ま
す
。
例
え
ば
、
落
ち
葉
掃

き
に
使
う
大
き
な
ハ
チ
ホ
ン
籠
や
ロ
ッ
ポ

ン
籠
は
、
斜
面
地
の
落
ち
葉
を
掃
き
集
め

て
い
た
竹
間
沢
で
は
、
背
負
っ
て
運
ぶ
た

め
背
の
高
い
丸
形
が
多
く
、
荷
車
を
使
っ

て
遠
く
の
雑
木
林
に
落
ち
葉
を
掃
き
に
行

っ
た
藤
久
保
は
、
荷
台
に
う
ま
く
乗
る
よ

う
に
背
の
低
い
丸
形
と
小
判
形
の
二
種
類

を
使
い
、
平
地
で
屋
敷
地
と
地
続
き
に
雑

木
林
が
あ
る
上
富
や
北
永
井
で
は
、
た
く

さ
ん
の
落
ち
葉
を
運
べ
る
大
き
い
小
判
形

が
多
く
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
製
品
を
つ
く
る
際
に
は
、
竹
を
皮
・

皮
下
・
身
の
三
枚
に
裂
き
、
製
作
す
る

も
の
に
応
じ
た
材
料
（
竹
ヒ
ゴ
）
を
作

り
ま
す
。
使
用
頻
度
の
激
し
い
部
分
に
は

強
度
の
あ
る
皮
や
皮
下
を
使
い
、
頻
度
の

少
な
い
と
こ
ろ
に
は
身
の
部
分
を
使
い
ま

し
た
。「
竹
割
り
八
年
」
と
い
う
よ
う
に
、

ヒ
ゴ
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
長
期

の
修
行
が
必
要
で
す
。「
竹
は
堅
い
か
ら
、

割
り
口
が
開
く
ま
で
が
大
変
な
ん
だ
。
竹

よ
り
先
に
指
の
方
が
割
れ
て
し
ま
う
よ
。

こ
れ
ば
っ
か
り
は
、
教
え
て
す
ぐ
に
出
来

る
も
の
で
は
な
い
か
ら
ね
。」
流
れ
る
よ

う
な
手
さ
ば
き
で
カ
ゴ
を
作
る
関
さ
ん
の

傍
ら
に
は
、
長
年
愛
用
し
て
い
る
道
具
の

数
々
が
あ
り
、
中
で
も
竹
を
割
り
続
け
て

き
た
「
サ
ス
ガ
」
と
い
う
刃
の
つ
い
て
い

な
い
刀
は
、
一
度
、
刀
身
が
細
く
な
っ
て

折
れ
て
し
ま
い
、
柄
を
付
け
替
え
て
使
い

続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
サ
ス

ガ
も
ま
た
刀
身
が
細
く
な
っ
て
お
り
、
竹

細
工
の
素
朴
で
や
さ
し
い
印
象
か
ら
は
窺

が
え
な
い
、
職
人
の
苦
労
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

　最後のハチホン籠を作る関さん。
大型のカゴ作りには、竹を強く締
める力が必要で、重労働でした。

第
三
回　

竹
籠
屋

休

６月 日 ～７月５日 蔵書点検のため全館休館



健
康
百
科　
　

●
選
者
・
椎
名
恒
治

●
投
稿
先
・
中
村
正
雄
（
三
芳
町
藤
久
保

三
八
四
七

－

二
五
・

258

－

４
３
５
３
）

　
　

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
右
記
へ

ア
イ
ド
ル
の
原
稿
を
募
集
中
…
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
…
三
芳
町
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
３
１
１
）

◎
原
稿
募
集
中
…
●
ア
イ
ド
ル
●
こ
ん
に
ち
は
！ 

サ
ー
ク
ル
等 

お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３５４-

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保 

１
１
０
０
番
地
１
三
芳
町
役
場 

秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係

２５８-

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）　

　
　
　

  

２７４-

１
０
５
４

●
投
稿
先
・
林　

保　
（
三
芳
町
上
富
６
６
６

－

４
１
７
９
）

※ 

投
稿
は
官
製
は
が
き
に
楷
書
の
こ
と
、
電
話

番
号
を
明
記
し

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

　

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
る
高
校
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

各
高
校
の
白
熱
し
た
演
技
を
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
!!

【
公
演
日
】
６
月
19
日
　

開
演
／
午
前
10
時
５
分

【
入
場
料
】
全
席
自
由
／
３
０
０
円　

【
出
演
校
】
・
朝
霞
高
校
・
新
座
柳
瀬
高
校

　

・
筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
校
・
東
京
農
大
第
三
高
校 

・
星
野
高
校

豪
華
な
特
別
ゲ
ス
ト
も
出
演
予
定
!!

　

予
選
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
カ
ラ
オ
ケ
審

査
で
勝
ち
抜
い
た
20
組
の
方
が
本
選
へ
出

場
と
な
り
ま
す
。

　

歌
が
す
き
な
方
「
中
学
生
以
上
」
な
ら
、

ど
な
た
で
も
出
場
で
き
ま
す
♪

【
参
加
者
応
募
受
付
開
始
】
７
月
１
日

よ
り

【
予
選
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
】
９
月
18
日

※
応
募
の
詳
細
は
コ
ピ
ス
み
よ
し
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
本
公
演
】　

10
月
11
日
（
祝
・
月
）

　

特
別
ゲ
ス
ト
の
発
表
は
次
号
広
報
（
７
月

号
）
を
ご
注
目
く
だ
さ
い
!!

問
い
合
わ
せ　

三
芳
町
文
化
会
館
（
コ
ピ
ス
み
よ
し
）　

259

３
２
１
１

第
９
回
高
校
演
劇

　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
７
回　

の
ど
じ
ま
ん

開
催
決
定

好
評
発
売
中
!!

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア

　

フ
ト
モ
モ
科
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
属
。
常
緑
低
木
、

南
米
原
産
。
開
花
は
５
〜
６
月
、
赤
い
「
は

け
」
の
よ
う
な
き
れ
い
な
花
を
つ
け
、
10
月
頃

に
実
が
熟
す
。
熟
し
た
実
は
食
べ
ら
れ
、
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
の
よ
う
な
香
り
も
す
る
。

　

日
本
伝
統
の
古
武
道
で
あ
る
居
合
道

を
始
め
ま
せ
ん
か
。
居
合
道
は
剣
道
と

似
て
い
る
が
、
相
手
と
打
ち
合
う
こ
と

は
な
く
、
仮
想
敵
に
対
し
日
本
刀
（
模

擬
刀
、
高
段
者
は
真
剣
）
を
用
い
て
稽

古
し
ま
す
。

　

当
会
は
設
立
９
年
目
、
七
段
の
指
導

者
の
下
、
幅
広
い
年
齢
層
の
男
女
40
名

近
く
の
会
員
が
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
初

心
者
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。（
HP
参
照
）

活 

動
日　

一
般
男
女
部
／
火
曜
日
、
午

後
６
時
〜
９
時
、他
に
不
定
期
（
土
・

日
曜
日
）、
女
子
部
／
金
曜
日
、
午

前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
じ
み
野
市
総
合
セ
ン
タ
ー　

「
フ
ク
ト
ピ
ア
」

入
会
費　

千
円　

月
会
費　

千
円

連
絡
先　

栗
山

262

２
６
４
６

こんにちは ! サークル　　東入間居合道同好会

北
永
井
在
住

　
　

原
口
颯は

や
と人
ち
ゃ
ん

平
成

年

月

日
生

（
父
・
透
行
）

（
母
・
育
子
）

　

こ
ん
に
ち
は
。
颯
人
で
す
。

初
め
て
の
苺
狩
り
で
パ
ッ
ク
ン
。

美
味
し
く
っ
て
幸
せ
で
す
。

藤
久
保
在
住

　
　

並
松
大た

い
せ
い誠
ち
ゃ
ん

平
成

年

月

日
生

（
父
・
良　

則
）

（
母
・
富
紀
子
）

　

乗
り
物
が
大
好
き
で
す
。

特
に
車
の
お
も
ち
ゃ
は
寝
る
時
も
両
手

に
し
っ
か
り
、
に
ぎ
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
は
…
。

　

生
後
２
か
月
〜
３
か
月
の
赤
ち
ゃ

ん
を
も
つ
全
て
の
ご
家
庭
（
新
生
児

訪
問
を
受
け
た
方
を
除
く
）
。

●
誰
が
来
る
の
？

　

町
の
看
護
師
・
保
健
師
が
、
ご

自
宅
に
伺
い
ま
す
。
な
お
、
訪
問

す
る
看
護
師
・
保
健
師
に
つ
い
て

は
、
訪
問
に
あ
た
っ
て
必
要
な
研

修
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

●
訪
問
し
て
何
を
す
る
の
？

　

育
児
の
様
子
や
、
赤
ち
ゃ
ん
の

こ
と
な
ど
、
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
達
の
「
ち
ょ
っ
と
聞

き
た
か
っ
た
こ
と
」
が
確
認
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
町
内
で
、
お
母
さ
ん
と
お
子

さ
ん
が
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

や
、
周
辺
地
域
の
子
育
て
情
報
が
満

載
の
「
三
芳
町
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」（
注
１
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
な
ぜ
、
実
施
す
る
事
に
な
っ
た

の
か
？

　

お
母
さ
ん
達
が
子
ど
も
が
生

ま
れ
る
ま
で
は
、
地
域
の
中
の
子

育
て
サ
ー
ビ
ス
や
子
ど
も
が
受
診

で
き
る
病
院
の
事
な
ど
、
知
ら
な

い
事
や
困
っ
た
事
が
多
い
よ
う
で

す
。

　

そ
の
よ
う
な
事
を
少
な
く
し
、

子
育
て
を
よ
り
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
考
え
、
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

（
注
１
）
「
三
芳
町
子
育
て
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
と
は
…
。

　

町
と
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

達
に
よ
る
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
り
ん
り
ん
ネ
ッ
ト
」
と
の
協

同
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
、
子
育
て

を
よ
り
楽
し
く
導
い
て
く
れ
る

子
育
て
情
報
誌
で
す
。
子
育
て
中

の
マ
マ
が
「
こ
ん
な
情
報
が
ほ
し

い
。
」
「
こ
の
情
報
を
み
ん
な
に

教
え
た
い
。
」
と
い
う
目
線
で
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
三
芳
町
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
は
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
事
業
及
び
新
生
児
訪
問
時

に
配
布
を
し
ま
す
が
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー　
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１
２
３
６
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258

５
９
９
４

今
月
か
ら
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す
。

桃
の
花
い
と
お
し
み
つ
つ
活
け
終
え
て
お
雛
様
と
ほ
ほ
え
み
交
わ
す

山
口
み
さ
子

湯
上
が
り
の
桃
色
あ
は
き
掌
を
じ
っ
と
と
み
つ
め
て
今
日
を
仕
舞
ひ
ぬ

西
尾　

慶
子

優
勝
の
記
念
撮
影
に
並
び
い
る
孫
の
紅
き
顔
の
緊
張
解
け
ず

上
村
理
恵
子

黄
昏
の
町
裏
の
道
ゆ
き
た
れ
ば
早
々
雨
戸
を
引
く
音
の
す
る

吉
田　

和
代

大
風
呂
敷
の
渾
名
に
呼
び
し
師
の
訃
報
同
窓
会
誌
の
片
隅
に
載
る中

村　

正
雄

「
長
寿
銭
」
初
め
て
い
た
だ
き
こ
の
お
金
如
何
に
せ
む
と
ぞ
し
ば
し
迷
へ
り

祖
父
江
桂
子

短
冊
に
書
か
れ
し
言
葉
「
花
は
色
人
は
情
…
」
君
の
形
見
と
な
り
ぬ

泉　
　

郁
子

町
内
の
餅
つ
き
行
事
に
集
う
子
ら
知
り
た
る
顔
の
少
な
く
な
り
ぬ香

川
日
出
子

届
き
た
る
荷
の
片
付
け
は
後
に
し
て
広
げ
て
読
め
り
郷
里
の
新
聞折

田　

和
子

春
雪
の
庭
に
一
瞬
影
さ
し
て
向
ひ
の
垣
に
み
そ
さ
ざ
い
飛
ぶ

町
田　

勝
男

【
選
評
】
桃
の
節
句
、
春
の
雪
、
寒
暖
定
ま
ら
な
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

詩
情
は
冴
え
て
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
作
品
が
並
び
ま
し
た
。
こ
の
号
の
届
く
頃

は
青
葉
若
葉
が
輝
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。佳
吟
を
期
待
し
ま
す
。（
椎
名
恒
治
）

み ん な の 広 場（ ） （ ）み ん な の 広 場

新
緑
や
泰
然
と
し
て
欅
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
波
そ
め
子

全
身
を
声
の
袋
に
青
蛙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

瀞

花
見
会
カ
ラ
オ
ケ
音
痴
も
ス
タ
ー
な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野　

一
郎

輪
に
な
り
て
飲
む
盃
に
花
が
舞
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山　

正
彦

夏
に
入
り
古
民
家
の
土
間
風
拔
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
キ
ヨ
子

白
牡
丹
寺
門
明
る
く
ひ
ら
か
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忽
滑
谷
紫
畔

友
来
る
話
し
つ
き
な
い
新
茶
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
原　

キ
イ

八
十
戈
し
み
じ
み
味
合
ふ
新
茶
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
ふ
み
子

水
豊
か
休
耕
田
の
雨
蛙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

正
三

訃
報
あ
り
息
と
と
の
え
て
新
茶
汲
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
崎　

栄
子

模
様
替
え
終
え
て
我
が
家
も
夏
に
入
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井　

昌
雄

新
緑
や
十
字
路
に
待
つ
人
力
車　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
重
倉
寂
志

母
の
日
や
特
養
ホ
ー
ム
に
向
ふ
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
津　

和
子

母
の
日
や
母
の
口
癖
「
ま
た
来
い
よ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
下　

茂

我
を
通
す
夫
と
り
な
し
て
新
茶
注
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉　

か
ね

む
さ
し
野
の
古
刹
巡
り
の
さ
つ
き
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷　

善
満

全
身
を
濡
ら
し
て
足
ら
ず
雨
蛙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佃　
　

浩
子

雨
戸
手
繰
る
陽
光
ま
ぶ
し
夏
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤
黄
名
子

浅
利
汁
主
の
手
椀
の
味
深
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
野　

澄
江

赤
き
花
池
に
う
つ
し
て
落
椿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

ナ
カ



北永井児童館
258－9962

藤久保児童館
258－9965

竹間沢児童館
259－8315

土曜体験教室「おり紙でかぶとを作ろう！」

　５月８日 、歴史民俗資料館にて土曜体験教室が開催さ

れました。大人から子供まで、昔から伝わる形のかぶとや

珍しい折り方のかぶとを一生懸命折っていました。

絵本って楽しいなぁ♪

　４月 日 、家族そろって

絵本を楽しむ「えほんワール

ド」が中央図書館にて行われ

ました。図書館前広場では、

自転車紙芝居が行われ多くの

親子連れが集まりました。

初夏のまち並みを
ウォーキングしました～

　４月 日 、「第 回ヘルシー三芳ふる

さとウォーキング大会」が開催されまし

た。武蔵野のみどりと歴史をめぐるコース

を約 名の皆さんが、初夏のまち並みを

感じながら散策されました。

かがやけみよし！Boys＆Girls

　５月９日 、「第 回子どもフェスティ

バル」が運動公園にて行われました。多く

の来場者がステージでの活動発表、催し物

等の各種イベントを楽しみました!!

入選★おめでとうございます!!　

　５月 日 、鶴瀬駅西通り線の愛称

「みらい通り」入選者の表彰が行わ

れました。藤久保在住・川岡タエさん

（写真左）、北永井在住・亀岡亜由美

さん（写真右）の２名に賞状が贈呈さ

れました。

完成!!安全安心マップ　　

　５月 日 、協働のまちづくりネットワーク「都

市安全グループ」の手により、安全安心マップが完

成しました。町内各小学校の通学路を中心に交通や

防犯上の危険箇所を調査し作成しました。

野
菜
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
パ
ー
ト
２

日
時　

６
月
５
日

、
午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

幼
児
親
子
、
小
学
生
以
上

定
員　

名

内
容　

サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

〜
北
児
カ
レ
ー
を
作
ろ
う
！
〜

日 
時　

６
月

日

、
午
前

時
〜
午
後
１

時
（
雨
天
決
行
）　

対
象
／
小
学
生
以
上

定
員　

名　

参
加
費
／

円

コ 
メ
ン
ト　

児
童
館
の
庭
で
飯

は
ん
ご
う
す
い

盒
炊
さ
ん
や
カ

レ
ー
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
！
お
父
さ

ん
の
お
手
伝
い
も
募
集
し
て
い
ま
す
！

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！
パ
ー
ト
２

日
時　

６
月

日

、
午
後
２
時
〜
４
時

対 
象　

小
学
生
以
上　

コ 
メ
ン
ト　

い
ろ
い
ろ
な
あ
そ
び
を
友
だ
ち

と
一
緒
に
楽
し
も
う
！

映
画
会

日 
時　

６
月
２
日

、
午
前
１
時
〜
２
時
（
幼
児

向
け
）
、
午
後
３
時
〜
４
時
（
小
学
生
向
け
）

コ 
メ
ン
ト　

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
楽
し
い
映
画
を

み
ん
な
で
見
よ
う
！
内
容
は
お
楽
し
み
に
！

親
子
で
あ
そ
ぼ
う
パ
ー
ト
２

日 
時　

６
月

日

、
午
前

時

分
〜

時

分

対
象　

幼
児
親
子　

定
員　

組

参
加
費　

円

コ 
メ
ン
ト　

親
子
で
簡
単
に
作
れ
る
お
や
つ
を

作
り
ま
し
ょ
う
！

 

お
し
ゃ
べ
り
広
場
パ
ー
ト
１

日 
時　

６
月

日

、
午
前

時
〜

時

分
対
象　

乳
幼
児
親
子　

定
員
／

組　

参 
加
費　

円　

コ
メ
ン
ト
／
ミ
ニ
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
を
作
っ
て
、
親
子
で
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

ゲ
ー
ム
大
会

日 
時　

６
月

日

、
午
後
２
時
〜
３
時

分
対 
象　

小
学
生
以
上　

コ 
メ
ン
ト　

い
ろ
ん
な
ゲ
ー
ム
を
友
だ
ち
み

ん
な
で
楽
し
も
う
！

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
デ
ー
パ
ー
ト
２

日 
時　

６
月

日

、
午
後
３
時

分
〜
４

時

分　

内
容　

ス
ラ
イ
ム
作
り

コ 
メ
ン
ト　

グ
ニ
ュ
グ
ニ
ュ
ペ
ッ
タ
ン
！
感

触
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
そ
の
他

児
童
館
の
行
事
は
基
本
的
に
参
加
無
料
で
す
。

参
加
申
し
込
み
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

行
事
に
よ
っ
て
は
年
齢
制
限
や
定
員
設
定
、

参
加
費
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
各
児
童
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

竹
間
沢
児
童
館

藤
久
保
児
童
館

北
永
井
児
童
館

ウォッチング（ ） （ ）ウ ォ ッ チ ン グ



広　　告広　　告

納期限は、６月 日です

町県民税　　　　　　第１期

（上記の収納は藤久保・竹間沢）出張所でも行っています。

お　し　ら　せ

ママのためのリフレッシュ検診育児相談

　お子さんの成長には目をみはるものがありますね。子育て中は、あっという

間に時間が過ぎていくのではないでしょうか？

　子育て中はお母さんが元気なことも大切です。ちょっと一息、ご自分の体を

ふりかえってみませんか？

　骨密度検査を実施します。

日時　7月29日 、午前９時～12時

場所　保健センター

対 象　満18歳以上の女性（40歳未満の

方を優先します）

内 容　かかとの超音波検査、管理栄養

士による骨粗しょう症予防のための

ミニ講座

　※結果は、当日お渡しします。

定員　100名　　自己負担金　500円

申込み　往復はがきによる申し込み

　 ＊詳細は、「保健センター事業一

覧」をご覧ください。

申込締切　6月30日 　※当日消印有効

問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

　前立腺がん検診を実施します。

日時　７月26日

場所　保健センター

対 象　三芳町に住所のある満50歳以上

の男性

定員　200名

検査方法　血液検査

自己負担金　1,000円

申込み　往復はがきによる申し込み

　 ＊詳細は、「保健センター事業一

覧」をご覧ください。

申込締切　6月30日 　※当日消印有効

問い合わせ　保健センター　

　 258 1236　FAX258 5994

前立腺がん検診（集団） 骨密度検査（集団）

＊メールで申し込みの際は、以下の内

容を記入の上、申し込みください。

・ 「ママ検診申込み」・住所・氏名（フ

リガナ）・日中連絡の取れる電話番

号・希望時間帯（左記の か で申

し込みください。希望がない場合は

「希望なし」と記入してください。）

そ の他　検診を受けている間、お子さ

んが遊べる部屋を用意します。

問い合わせ　保健センター　

　 258 1236　FAX258 5994

　視触診・マンモグラフィーによる乳

がん検診を実施します。

日時　８月18日 ・19日 ・20日

　午前９時30分～午後４時

場所　保健センター

対 象　三芳町に住所のある満30歳以上

の女性（奇数月生まれの方）

定員　300 名（定員を超えた場合は抽選）

検査方法　視触診及びマンモグラフィ

　ー（乳房専用Ｘ線撮影）

自己負担金　2,000円

申込締切　６月30日 　※当日消印有効

申込み　往復はがきによる申し込み

　 ＊詳細は、「保健センター事業一

覧」をご覧ください。

問い合わせ　保健センター　

　 258 1236　FAX258 5994

乳がん検診（集団）

＊駐車場が狭いので、お車のご利用は

　ご遠慮ください。 

＊母子健康手帳をお持ちください。

問い合わせ　保健センター　

　 258 1236　FAX258 5994

場所　保健センター

受 付時間　午前９時15分～10時（時間

厳守）
　町では、町民の方を対象に体力測定

会を開催します。ご自身の体力を確認

するよい機会ですので、ご家族おそろ

いでお気軽にご参加ください。

日時　６月20日 、午前10時～午後３時

　（最終受付／午後２時30分）

場所　総合体育館アリーナ

定員　100人（先着順）

参加費　無料

持 ち物　運動着、タオル、屋内用運動

シューズ

測定項目（予定）

 身体測定：身長、体重、体脂肪、筋

肉量、体バランス、血圧、肺活量

 体力測定：握力、垂直跳び、全身

反応、片足立ち、前屈、上体起こし

ニュースポーツ体験教室　同時開催!!

　皆さんの健康の保持増進、体力の維

持管理のきっかけづくりとなる場とし

て、当日アリーナでニュースポーツ体

験教室を同時開催します。

問い合わせ　地域振興課

　（内線 263）　FAX274 1053

健康・体力測定会に

ご参加ください

集 会室　舞台付き72畳の和室、踊り、

歌（通信カラオケ）等が楽しめます。

送迎バス有。町内のおおむね60歳以

上の方で構成される団体・サーク

ル・同好会・自治会等で、25名以上。

月、水、木曜日の利用。

和 室　12畳２間。４～20名位で親睦会

利用できます。ＣＤディスクカラオ

ケも利用できます。送迎バス応相談。

期間　平成22年10月～平成23年３月

集会室申請期間 ６月１日 ～24日

申 請方法　上記期間内に直接問い合わ

せ、又は申請してください。集会室

申請団体多数の場合は、抽選となり

ますのでご了承ください。

　 　和室は随時応相談。卓球、風呂、

健康器具のご利用もできます。

問い合わせ・申請先

　ふれあいセンター　 ･FAX258－7211

　埼玉県では、自閉症・アスペルガー

症候群・注意欠陥多動性障害（ＡＤＨ

Ｄ）・学習障害（ＬＤ）などの発達障

害児（者）の方を支援するために「サ

ポート手帳」を作成しました。

　この手帳には、医療・保健・福祉・

教育・就労などで、関係機関が行った

支援内容を書くことができます。この

一冊で、乳幼児期から成人期までの状

況がわかるため、一貫した支援が受け

やすくなります。また、障害の特性を

理解してもらうために障害の特徴や留

意すべき事項を記載できるカードも付

いています。

　発達障害のある方や発達に気がかり

な面がある方で、希望される方は、福

祉課障がい者福祉係で無料配布してい

ます。

問い合わせ　福祉課
　（内線174～176）　FAX274 1051

日時　７月４日 　予備日７月11日

　受付：午前８時30分　開会：午前９時

　雨天問い合わせ　運動公園

　 259－3135

　（午前７時30分～８時30分まで）

場所　藤久保小学校校庭
対象　町内在住・在勤・在クラブ・
　在学の小学校５年生以上の方

定員　20チーム（先着順）
※１チーム３人、補欠（２名まで）

※男女の性別は問わない。混成も可。

※ 個人参加も可。（チーム編成につい

ては大会事務局で決定します。）

県民総合体育大会　ペタンク大会参加者募集！

競 技方法　４チームを１ブロックとし、
リーグ戦を行います。（チーム数に

よって変更有。）

表 彰　各ブロックの優勝・準優勝チー
ムに賞状・賞品を授与します。

費用 １人200円（賞品代等）当日払い
申 込み　６月１日 より受付けます。

所定の申込用紙に必要事項を記入の

上、６月25日 までに地域振興課へ

申し込んでください。

問い合わせ　地域振興課
（内線 263）　FAX274－1053

E-mail chiiki@town.saitama-miyoshi.lg.jp

行　事 日　程 対象者

育児相談 7月2日
0歳から就学前
までの希望者

ふれあいセンター集会室

和室の利用方法のご案内

発達障害のある方に

「サポート手帳」を配布しています

日時　7月29日 、 午前９時30分～

　 午前10時30分～

場所　保健センター

対象　子育て中の親

内 容　骨密度検査・歯周疾患予防教

室・血圧測定・体脂肪測定・尿検査

のセット

定員　30名

自己負担金　500円（骨密度検査代）

申込み　電話、メールでの申し込み

（受付：６月15日 から）

（ ）お 知 ら せ お 知 ら せ（ ） 



広　　告広　　告

健康づくり教室に参加しませんか

筋力アップと転倒予防

お口の健康度アップの教室です

　やわらかいボールやゴムバンドを

使って楽しみながら筋力アップ。お口

の健康度アップの体操など、自宅でで

きる運動のアドバイスもします。

日時　６月17日 ～７月22日

　毎週木曜日（全６回）

時間　午前10時～12時
場所　藤久保公民館　ホール
持ち物　タオル・水分補給用の飲み物
対象　65歳以上の方　定員　30名
参加費　無料
申込み・問い合わせ　健康増進課
（内線 188・189）　FAX274 1107

　腰や膝、肩や手足に痛みがある中で

負担の大きい動きや、不足した運動習

慣は身体を壊しやすく、介護が必要に

なる可能性が高いです。リハビリ専門

スタッフが各個人にあった運動プログ

ラムの提供や福祉用具の紹介など、日

常生活をより快適に過ごせるようアド

バイスをさせていただきます。

日時　６月28日 　午前10時～12時

場所　竹間沢公民館　図書室
内 容　理学療法士・作業療法士（埼玉
セントラル病院勤務）による個別リ

ハビリ相談

対 象　65歳以上の方で、医療機関や介
護保険施設等でリハビリを行ってい

ない方

定員　３名　※予約申込みが必要です。
申込み・問い合わせ　健康増進課
　（内線 188・189）　FAX274 1107

リハビリ相談

竹間沢マンスリースクゥエアーVol.105

モンゴル民族音楽 ～大草原にひびく悠久の旋律としらべ～

出演　ボルド・エルデネ（馬頭琴）、

　三枝彩子（オルティンドー）

日時　平成22年６月25日

　開場 午後６時30分

　開演 午後７時

場所　竹間沢公民館ホール

参加券　前売り／中学生以上500円

　当日売り／中学生以上600円

※ 小学生以下は参加整理券（無料）が

必要です。

　今回はモンゴルの民族音楽、馬頭琴の音色と伝統民謡をお楽しみいただき

ます。

申 込み　町内各公民館で参加券を購入

してください。

※ 座席数に限りがあります。前売り券

が完売になり次第、当日券および参

加整理券の配布を終了しますので、

予めご了承ください。

主 催　竹間沢公民館・マンスリースタッ

フ会議

問い合わせ　竹間沢公民館

　 259 8311　FAX259 8345

　なかよし広場、わくわくタイムの自

由遊び中心の内容に加えて、新しいイ

ベントを実施します。

　毎月１回実施の身体測定（０歳児ク

ラス）。みんなでお祝いするお誕生会。

また、午後にもわくわくタイムなど、

親子で楽しめる内容となっています。

　ぜひ、お子さんと一緒に遊びにおい

でください。

○なかよし広場（旧子育てサロン）

日程（予約不要）

０ 歳児／６月２日 ・８日 ・15日 ・

23日 ・29日

１ 歳児／６月３日 ・９日 ・16日 ・

24日 ・30日

２ 歳児／６月１日 ・４日 ・11日 ・

22日 ・25日

時間　午前10時～11時30分

子育て支援センターよりお知らせ　～新しいイベントがいっぱい！～

場所　子育て支援センター

○ わくわくタイム

日 時　６月７日 ・14日 ・21日 ・

28日 「お誕生会」、午前10時～11

時30分

対象　０～５歳位までの子どもと親

○ わくわくタイム（午後）

日 時　６月９日 、午後１時～２時30分

対象　０～５歳位までの子どもと親

詳しくは、

・三芳町ホームページ⇒

　「くらしのカレンダー」⇒

　「子育て支援センターカレンダー」

・ 子育て支援センター「なかよしだよ

り」をご覧ください。

問い合わせ　子育て支援センター

　 258 5106 　FAX258 5136

卓球教室開催！ みよしエンジョイセミナー

　初心者、中級者、上級者、どなたで

もお気軽にどうぞ！

日時　７月10日 ・17日 ・24日 、

　午前９時～正午

場所　総合体育館

費用　500円（保険代）　※当日集金

申 込み　地域振興課もしくは総合体育

館（ 258 0311）へご連絡ください。

※ 当日は卓球のできる服装で、体育

館用シューズをお持ちください。ラ

ケットがない場合はお貸しします。

問い合わせ　地域振興課

　（内線 262）　FAX274 1053

　卓球連盟事務局･鈴木　 258 2064

　何でも知りたい好奇心の広場です。

日時　６月19日 、午後２時～４時

場所　藤久保公民館　学習室

テーマ　ピアノの歴史

　～ピアノ生誕300年～

講師　榎本滋氏

参加費　無料

問い合わせ　藤久保公民館

　 258 0690　FAX258 9625

　高齢大学生の学習成果の発表です。

学生たちの一年の頑張りを、皆さんぜ

ひご覧ください。

日時　６月20日

　 午前10時～午後3時：クラブ・個人

の手工芸・趣味等の作品展示

　 午後０時10分～３時：学生によるク

ラブのステージ・フロアー発表

※ ６月17日 ～20日 の期間、ロビー

にて、クラブ・学生個人の手工芸品、

趣味等の作品展示を行っています。

問い合わせ　藤久保公民館

　 258 0690　FAX258 9625

　臨時職員を下記のとおり募集します。

　希望される方は、臨時職員登録申込

書を総合政策課職員係へ提出してくだ

さい。申込書は役場に用意してあるも

のを使用するか、町ホームページから

ダウンロードすることも可能です。

１．保育所臨時職員

勤務地　第１、第２、第３保育所

任用期間　８月１日から31日まで

勤 務日　月曜日から金曜日までの週５

日（土・日曜日、祝日は休み）

勤 務時間　午前８時30分から午後５時

15分まで

募集職種　保育士及び保育補助員

募集人数　６名

賃金　保育士／時給940円

　保育補助員／時給860円

そ の他　労災保険加入有り、夏季休暇

として１日を付与、通勤手当は実情

に応じ支給

２．学童保育室臨時職員

勤 務地　藤久保・唐沢・北永井・竹間

沢（第1及び第2）・上富学童保育室

任用期間　７月１日から８月31日まで

勤務日　月曜日から金曜日までの週５日

勤 務時間　午前８時から午後６時30分

までのうち約６時間の交代制

募 集職種　児童厚生員及び児童厚生補

助員

募集人数　５名

賃金　児童厚生員／時給850円

　児童厚生補助員／時給820円

そ の他　労災保険・雇用保険加入有り、

夏季休暇として２日を付与、通勤手

当は実情に応じ支給

３．児童館臨時職員

保育所・学童保育室・児童館の夏季臨時職員（パート）の募集

勤務地　藤久保・北永井・竹間沢児童館

任用期間　７月１日から９月30日まで

勤務日　火曜日から土曜日までの週５日

勤務時間　午前９時から午後５時まで

募 集職種　児童厚生員及び児童厚生補

助員

募集人数　３名

賃金　児童厚生員／時給850円

　児童厚生補助員／時給820円

そ の他　労災保険・雇用保険加入有り、

夏季休暇として２日を付与、通勤手

当は実情に応じ支給

※上記の任用期間の他にも臨時職員の

登録を、引き続き募集します。

問い合わせ

　こども支援課

　（内線162）　FAX274 1051

藤久保教室第 期

高齢大学祭

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ
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設
置

す
る
場
合
、
そ
の
設
置
費
用
に
対
し

補
助
金
を
交
付
す
る
「
省
エ
ネ
リ
フ

ォ
ー
ム
・
エ
コ
ア
ッ
プ
促
進
事
業
」

を
今
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

補 

助
金
額　

２
万
円
／
台
〜
20
万
円

／
台
（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、
エ
コ
フ

ィ
ー
ル
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、
エ
コ

ウ
ィ
ル
な
ど
）

申 

請
期
間　

平
成
22
年
４
月
１
日

〜
平
成
23
年
２
月
28
日

申 

請
窓
口　

補
助
金
交
付
申
請
書
に

所
定
の
添
付
書
類
を
添
え
、

さ

い
た
ま
住
宅
検
査
セ
ン
タ
ー
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

埼
玉
県
環
境
部
温
暖

化
対
策
課

　

048

８
３
０

３
０
６
９

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
子
ど
も
を

バ
ー

定
員　

60
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

費
用　

無
料

締
切　

６
月
10
日

ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

東
入
間
警
察
署
交
通
課

　

２
６
９

０
１
１
０

　

都
市
計
画
（
富
士
見
市
水
子
地
区
、

諏
訪
地
区
）
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

６
月
15
日

〜
29
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

縦 

覧
場
所　

埼
玉
県
都
市
計
画
課
、

川
越
県
土
整
備
事
務
所
、
富
士
見

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
ふ
じ
み

野
市
都
市
計
画
課
、
三
芳
町
都
市

計
画
課

内
容　

区
域
区
分
の
変
更

問 

い
合
わ
せ　

富
士
見
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
課

　

２
５
１

２
７
１
１

日
時　

６
月
27
日

、
午
後
１
時
30

　

分
〜
３
時
30
分

場
所　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
な
ま
る

内 

容　

「
こ
れ
っ
て
認
知
症
」
／
認

知
症
の
初
期
症
状
に
つ
い
て
学
び

正
し
く
理
解
し
、
予
防
や
対
応
な

ど
を
考
え
る
。

対 

象　

高
齢
者
・
介
護
予
防
に
関
心

の
あ
る
方
な
ど

問 

い
合
わ
せ　

三
芳
町
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
は
な
ま
る

　

２
５
８

７
０
６
７

　

入
間
東
部
広
域
斎
場
「
し
の
の
め

の
里
」
で
は
、
動
物
専
用
の
火
葬
炉

で
、
個
別
に
愛
が
ん
動
物
の
火
葬
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

料
金
は
二
市
一
町
（
富
士
見
市
・

ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
）
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
１
体
に
つ
き
２
万
円
で

す
。
な
お
、
火
葬
か
ら
収
骨
ま
で
概

ね
１
時
間
か
か
り
ま
す
が
、
お
待
ち

い
た
だ
け
る
専
用
の
待
合
室
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

入
間
東
部

　

 

広
域
斎
場
「
し
の
の
め
の
里
」　

富
士
見
市
大
字
下
南
畑
70
番
地
１

　

２
７
５

３
０
３
０

講 

習
日
時　

甲
種
新
規
／
６
月
22
日

・
23
日

、
乙
種
／
６
月
22
日

、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分

講 

習
会
場　

入
間
東
部
地
区
消
防
組

合
消
防
本
部
大
会
議
室

申 

請
日
時　

６
月
８
日

、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
４
時

申 

請
場
所　

消
防
本
部
予
防
課
、
富

士
見
消
防
署
、
上
福
岡
消
防
署

　

※
郵
送
に
よ
る
受
講
申
請
不
可

定 

員　

甲
種
新
規
・
乙
種
合
わ
せ
て

70
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受 

講
資
格　

三
芳
町
、
富
士
見
市
、

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
を
設

定
し
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
か
ら
専
用
相
談
電
話
に
よ
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

期
日　

６
月
28
日

〜
７
月
４
日

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※ 

た
だ
し
、
７
月
３
日

・
４
日

は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

電
話
番
号
（
全
国
共
通
・
無
料
）

　

０
１
２
０

０
０
７

１
１
０

　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
不
可

相 

談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
子
ど
も

人
権
委
員
会
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

※
秘
密
厳
守

問 

い
合
わ
せ　

さ
い
た
ま
地
方
法
務

局　

048

８
６
３

９
５
８
９

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
（
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
ス
ト
ー

カ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
）
を
中
心
と
す
る
、
女
性
の
権

利
一
般
に
関
す
る
110
番
で
す
。

　

無
償
で
、
対
処
の
仕
方
や
正
し
い

法
律
知
識
を
提
供
し
、
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
の
電
話
相
談

日 

時　

６
月
23
日

、
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

相
談
電
話
番
号

　

048

８
３
９

１
３
３
８

主 

催　

日
本
弁
護
士
連
合
会
、
埼
玉

弁
護
士
会
、
埼
玉
県

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー･

ド
ッ
ク
の
開
催

都
市
計
画
に
関
す
る
案
の
縦
覧

上
級
救
命
講
習
会

介
護
予
防
教
室

し
の
の
め
の
里
／
動
物

火
葬
の
お
知
ら
せ

甲
種
新
規
及
び
乙
種
防

火
管
理
講
習
会

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

住
宅
の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム

･

エ
コ
ア
ッ
プ
の
促
進

弁
護
士
に
よ
る
臨
時
電
話
法
律

相
談
／
女
性
の
権
利
１
１
０
番

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ

相談種類 と　き ところ 相談員 連絡先

●教育相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後4時30分

総合体育館4階教育相談室
電話相談は 274-1023

常任相談員
教育委員会学校教育課指導
係（内線522）

●消費生活相談 毎週火・金曜日（年末年始・祝日
を除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の消費生活相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●内職相談 毎週水曜日（年末年始・祝日を
除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の内職相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●女性相談 毎月第2・第4金曜日（年末年始・祝
日を除く）午前11時～午後3時30分

役場1階住民相談室
（予約制）

専門の心理カウンセラー
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●外国人生活相談 毎週火曜日午前10時～午後1時
毎週木曜日午後1時～4時

ふじみの国際交流センター
電話相談は 269-6450

専門の相談員
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●成人健康相談 不定（電話申し込み時に、相談
の上決定）

保健センター 管理栄養士、保健師
保健センター
（ 258-1236）

●住民相談 毎月第1・第3木曜日（祝日の場合
翌週）午後1時～5時

役場1階住民相談室
（予約制）

弁護士、人権擁護委員、
行政相談委員

総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●子育て相談 毎週月～金曜日
随時受付

各保育所・
子育て支援センター

各保育所所長・専任の
相談員

第1保育所 258-0512
第2保育所 258-6858
第3保育所 258-9961
子育て支援センター 258-5106

●こころの
　　　健康相談

毎月第3火曜日
午後1時～3時30分（予約制）

地域生活支援センター
保健師・精神保健福祉士
・（医師）

地域生活支援センター
 274-3472

●介護相談

月～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
みずほ苑 専任の相談員（介護支

援専門員、社会福祉士
等）

在宅介護支援センター
みずほ苑 258-9488

火～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
はなまる

在宅介護支援センター
はなまる 258-7067

●福祉・生活相談
生活なんでも相談

毎週月～金曜日（年末年始･祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

社会福祉協議会 社会福祉協議会職員
三芳町社会福祉協議会
 258-0122


